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デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
地
区
で

「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り
込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
青
山
学
院
大
学
図
書
館
（
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大
学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

春

夏

秋

冬

日
本
の
美
し
い
秋
の
農
村
原

風
景
を
一
つ
選
ぶ
と
し
た
ら
、

棚
田
が
あ
る
だ
ろ
う
。

山
間
部
な
ど
傾
斜
面
に
階
段

状
に
作
ら
れ
た
棚
田
は
、
一
つ

一
つ
の
水
田
は
小
さ
い
が
、
効

率
的
に
米
を
収
穫
す
る
先
人
の

知
恵
が
多
く
の
部
分
で
見
ら
れ

る
素
晴
ら
し
い
場
所
の
一
つ
だ

と
思
う
。

山
の
斜
面
に
作
ら
れ
た
棚
田

や
場
所
に
よ
っ
て
は
、
海
や
川

が
見
ら
れ
る
棚
田
風
景
は
魅
力

的
で
作
品
に
し
た
く
な
る
場
所

が
多
い
。

春
の
田
植
え
前
に
水
田
に
張

ら
れ
た
水
が
鏡
の
よ
う
に
煌
め

き
、
の
ど
か
な
里
山
の
美
し
さ

を
水
面
に
映
し
引
き
立
て
て
く

れ
る
。
夏
は
、
成
長
し
た
稲
穂

の
瑞
々
し
い
緑
と
海
の
青
、
そ

の
向
こ
う
の
青
い
空
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
と
て
も
美
し
い
。
秋

は
、
収
穫
時
期
の
黄
金
色
の
稲

穂
が
風
に
揺
れ
て
情
緒
あ
る
光

景
は
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。

冬
は
、
真
っ
白
な
雪
に
包
ま

れ
て
雪
化
粧
し
た
美
し
い
棚
田

の
曲
線
が
幻
想
的
で
自
然
の
創

り
出
す
ア
ー
ト
だ
と
思
う
。

最
近
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
点
灯
さ
せ
て
夜
の
棚
田
を

浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
演
出
も

あ
る
が
、
僕
は
夕
日
や
月
明
か

り
の
自
然
の
力
で
見
る
の
が
好

き
だ
。

こ
の
よ
う
に
魅
力
的
な
棚
田

を
、
昔
な
が
ら
の
農
法
と
年
間

を
通
し
て
異
な
る
表
情
を
持
つ

美
し
い
景
色
を
守
り
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
年
も
間
も
な
く
届
く
棚
田

で
取
れ
た
新
米
は
、
自
然
の
恵

み
で
す
く
す
く
と
育
ち
農
家
の

「
人
」
の
手
間
暇
か
け
て
採
れ

た
味
は
、
「
ね
ば
り
」
「
甘
み
」

「
旨
み
」
を
感
じ
る
。

大
き
い
お
握
り
に
し
て
食
べ

る
の
が
待
ち
遠
し
い
。

（
く
ぼ
・
し
ゅ
う
、
東
京
都
在

住
、
切
り
絵
画
家
）

美
味
し
い
お
米
で
お
に
ぎ
り

富
士
フ
イ
ル
ム
・
ノ
ー
ス
ア

メ
リ
カ
社
は
、
16
日
か
ら
20
日

(

日)

ま
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
構
内
で
、
昨
年
に

続
き
第
２
回
目
と
な
る
写
真
展

「
富
士
フ
イ
ル
ム
・
プ
リ
ン

ト
・
ラ
イ
フ
写
真
展

２
０
１

９
」
を
開
催
し
て
い
る
。

写
真
を
撮
る
喜
び
、
プ
リ
ン

ト
し
て
飾
る
楽
し
さ
、
写
真
で

残
す
大
切
さ
を
発
信
す
る
の
が

目
的
で
、
同
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
通
じ
て
全
米
各
地
か
ら
一
般

応
募
さ
れ
た
１
万
３
６
０
０
点

以
上
の
ほ
ぼ
全
作
品
を
展
示
し

て
い
る
。
会
場
に
は
即
時
プ
リ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
写
真
を
プ
リ
ン
ト
す
る

楽
し
さ
を
そ
の
場
で
体
験
で
き

る
。
最
終
日
の
午
後
５
時
終
了

以
外
の
日
は
午
後
８
時
ま
で
。

久保修ワールド
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富
士
フ
イ
ル
ム
・
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
社

グ
ラ
セ
ン
駅
で
写
真
展

１
万
３
６
０
０
点
並
ぶ

が
、
違
法
性
が
高
く
無
効
と
し

て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
、
メ
ー
ン
州
、

オ
レ
ゴ
ン
州
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
な
ど
が
原
告
と
な
り
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
連
邦
地
裁
で
裁

判
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
４
日
、

移
民
ビ
ザ
申
請
者
が
健
康
保
険

ま
た
は
医
療
費
の
支
払
い
手
段

が
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
な
け

れ
ば
米
国
へ
の
入
国
を
禁
止
す

る
大
統
領
宣
言
を
発
表
し
た
。

移
民
ビ
ザ
申
請
者
は
、
米
国

入
国
後
30
日
以
内
に
要
件
を
満

た
し
た
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
は
「
合
理
的

に
予
見
可
能
な
医
療
費
を
支
払

う
」
財
政
的
手
段
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
証
明
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
11
月
３
日
よ
り
適
用

さ
れ
る
。
　

低
所
得
者
向
け
公
的
医
療
保

険
の
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
や
医
療
保

険
改
革
法
（
通
称
オ
バ
マ
ケ
ア
）

適
用
の
援
助
の
あ
る
健
康
保

険
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の

宣
言
が
適
用
さ
れ
る
と
経
済

的
手
段
を
持
た
な
い
人
々
が

米
国
に
移
住
す
る
こ
と
が
よ

り
困
難
に
な
る
。

11
月
３
日
以
前
に
移
民
ビ

ザ
を
取
得
し
て
い
る
場
合
は

適
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
米
国

市
民
の
子
供
、
同
伴
者
の
い

な
い
未
成
年
者
、
１
年
以
内
に

米
国
に
戻
っ
て
く
る
永
住
者
、

米
国
政
府
で
働
い
た
イ
ラ
ク
お

よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
民
の

「
特
別
移
民
ビ
ザ
」
所
持
者
と

そ
の
家
族
、
難
民
、
亡
命
申
請

者
な
ど
は
対
象
外
と
な
る

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
こ
の

国
に
入
国
す
る
移
民
は
、
医
療

制
度
と
よ
り
高
い
費
用
な
ど
の

さ
ら
な
る
負
担
を
納
税
者
に
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
宣
言

で
述
べ
た
。
来
年
の
大
統
領
選

挙
を
前
に
移
民
に
対
し
不
満
を

持
つ
層
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
８
月
に

低
所
得
者
の
移
民
に
は
永
住
権

（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
）
取
得
や

ビ
ザ
所
得
を
制
限
す
る
と
の
移

民
規
制
を
発
表
し
、
10
月
15
日

か
ら
実
施
す
る
と
し
て
い
る

医
療
費
払
え
な
い
人
や
オ
バ
マ
ケ
ア

移
民
ビ
ザ
申
請
拒
否

https://nipponexpressusa.com/
http://www.momotaronewyork.com
http://www.iiicareer.com/


国
連
の
見
学
ツ
ア
ー
に
行
く

と
必
ず
案
内
さ
れ
る
会
議
棟
３

階
の
ノ
ー
マ
ン
・
ロ
ッ
ク
ウ
ェ

ル
の
作
品
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ル

ー
ル
（
黄
金
律
）
」
の
モ
ザ
イ

ク
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

言
わ
ず
と
知
れ
た
ア
メ
リ
カ

を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
で
、

ウ
ィ
ッ
ト
も
交
え
、
田
舎
町
の

庶
民
の
生
活
や
日
常
を
暖
か
な

視
点
と
卓
抜
な
筆
致
で
描
い
て

い
ま
す
。
１
９
１
６
年
か
ら
１

９
６
３
年
ま
で
『
サ
タ
デ
ー
・

イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
誌
の

表
紙
を
飾
っ
た
画
家
と
し
て
も

有
名
で
す
。

こ
の
モ
ザ
イ
ク
画
は
、
『
ポ

ス
ト
』
誌
１
９
６
１
年
４
月
１

日
号
の
表
紙
絵
に
な
っ
た
作
品

を
元
に
国
連
創
立
40
周
年
（
１

９
８
５
年
）
記
念
と
し
て
ナ
ン

シ
ー
・
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
夫
人

（
当
時
）
が
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ

ツ
ィ
ア
で
陶
板
を
作
ら
せ
、
国

連
に
寄
贈
し
た
も
の
で
し
た
。

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
は
、
「
黄
金

律
が
世
界
中
の
主
な
宗
教
の
共

通
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
た
い
と
、
尊
厳
と
尊
敬
を
こ

め
て
す
べ
て
の
民
族
、
信
教
、

人
種
を
描
い
た
」
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご

覧
の
通
り
、
国
籍
も
宗

教
も
肌
の
色
も
異
に
す

る
人
々
が
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
皆

が
静
か
に
祈
り
を
捧
げ

て
い
る
様
子
が
、
「
己
の

欲
す
る
と
こ
ろ
を
人
に

施
せ
」
と
い
う
聖
書
の

言
葉
と
と
も
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
こ
の
倫

理
的
言
明
は
『
論
語
』

で
孔
子
が
「
己
の
欲
せ

ざ
る
と
こ
ろ
人
に
施
す

こ
と
な
か
れ
」
と
弟
子

を
諭
し
た
よ
う
に
、
多

く
の
宗
教
や
道
徳
や
哲

学
に
見
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ロ
ッ
ク
ウ
ェ

ル
も
、
世
界
の
人
々
が

た
っ
た
一
つ
、
こ
の
ル

ー
ル
を
守
れ
ば
、
世
界

の
争
い
は
解
決
す
る
と

考
え
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。こ

の
作
品
の
な
か
に

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
自
身
は

い
ま
せ
ん
が
、
右
上
の

隅
に
は
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
妻
を
、
生
前
に

見
る
こ
と
の
叶
わ
な
か

っ
た
孫
を
抱
い
た
姿
で

描
い
て
い
ま
す
。

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ス
ト

ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
の
小
高
い
丘
の

上
に
あ
る
ノ
ー
マ
ン
・
ロ
ッ
ク

ウ
ェ
ル
美
術
館
を
訪
ね
た
時
の

こ
と
。
館
内
の
彼
の
ア
ト
リ
エ

を
再
現
し
た
空
間
に
は
、
い
ま

も
作
業
中
の
よ
う
に
イ
ー
ゼ
ル

に
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ル
ー
ル
」

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
部
屋
に
は
本
作
品
の

下
絵
と
な
っ
た
、
そ
の
名
も

「
国
連
」
と
題
す
る
未
完
の
作

品
も
。
朝
鮮
戦
争
の
さ
な
か
、

１
９
５
２
年
に
描
き
始
め
た
も

の
で
、
国
連
旗
の
下
、
安
保
理

で
議
論
を
す
る
米
英
ソ
の
代
表

の
背
後
に
祈
り
と
希
望
を
胸
に

い
だ
く
数
多
の
民
族
、
宗
教
、

人
種
の
人
、
人
、
人
。
彼
の
国

連
へ
の
期
待
の
表
れ
の
よ
う
で

し
た
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
好
き
な
ロ

ッ
ク
ウ
ェ
ル
の
作
品
に
「T

he
P
rob
lem

W
e
A
ll
L
iv
e

W
ith

」
が
あ
り
ま
す
。
連
邦

保
安
官
に
守
ら
れ
、
人
種
差
別

的
な
落
書
き
の
壁
の
前
で
ト
マ

ト
を
投
げ
つ
け
ら
れ
な
が
ら
も

ま
っ
す
ぐ
に
顔
を
あ
げ
、
白
人

の
通
う
学
校
に
登
校
す
る
６
歳

の
ル
ビ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
ズ
さ
ん

の
姿
を
描
い
た
も
の
。
白
人
し

か
描
け
な
い
制
約
を
拒
み
、
長

く
続
け
た
『
ポ
ス
ト
』
誌
の
表

紙
絵
を
辞
め
た
後
の
１
９
６
４

年
の
作
品
で
す
。

（
筆
者
は
国
連
日
本
政
府
代
表

部
幹
部
の
配
偶
者
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
在
住
）

国
連
ア
ー
ト
探
訪

よ
り
よ
い
世
界
へ
の
「
祈
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
た
ち

星
野
千
華
子 ②
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ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ル
ー
ル
（
黄
金
律
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
ヘ

ア
サ
ロ
ン
、
モ
モ
タ
ロ
ー
の

社
長
、
サ
ミ
ー
宮
本
さ
ん
の

「
若
手
に
も
っ
と
海
外
に
出
て

も
ら
っ
て
外
国
の
美
容
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
希

望
に
応
え
、
東
京
青
山
に
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
を
構
え

る
「M

ax
B
londe

」
の
代
表左から研修生の山田奈緒さん、波多氏、研修生の佐々木理人さん 

美容最先端を体験
日本からヘアデザイナー30人が研修

取
締
役
、
波
多
晋
さ
ん
が
昨

年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
日

本
全
国
か
ら
約
30
人
の
美
容

師
と
美
容
院
オ
ー
ナ
ー
を
引

率
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
入
り

し
た
。

10
日
に
は
米
国
人
モ
デ
ル

10
人
を
使
っ
て
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
ミ
ル
ボ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
実

習
体
験
。
モ
モ
タ
ロ
ー
の
上

田
和
則
さ
ん
か
ら
ヘ
ア
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
、
フ
リ
ー
の

ヒ
ロ
・
ヨ
ネ
モ
ト
さ
ん
か
ら

メ
イ
ク
の
特
訓
を
受
け
た
。

波
多
さ
ん
は
「
多
様
な
民

族
や
、
世
界
水
準
の
セ
ン
ス

と
価
値
観
が
集
ま
る
こ
の
街

で
活
躍
す
る
美
容
師
達
か
ら
、

今
、
日
本
で
必
要
と
さ
れ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
性
と
技
術

を
学
ん
で
持
っ
て
帰
り
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
や
世
界
の
美

容
界
を
盛
り
上
げ
る
大
き
な

活
力
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
す
。

（
取
材
・
ワ
イ
ン
ス
タ
イ

ン
今
井
絹
江
／
下
の
写
真
も
）

モ
モ
タ
ロ
ー
の
協
力
で
波
多
さ
ん

ミ
ル
ボ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
会
場
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
性
学
ん
で
」

米
国
最
大
規
模
の
浮
世
絵

収
集
を
誇
る
ロ
ー
ニ
ン
画
廊

が
11
日
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ

ー
ク
南
の
移
転
先
で
再
開
し

た
。
新
住
所
は
西
40
丁
目
32

番
地
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
建
築
エ
ン

ジ
ニ
ア
ズ
ク
ラ
ブ
の
１
階
。

同
ク
ラ
ブ
の
タ
ッ
プ
ル
ー
ム

だ
っ
た
場
所
を
２
年
が
か
り

で
改
修
、
同
ビ
ル
を
建
設
し

た
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ

ギ
ー
が
残
し
た
鉄
の
柱
な
ど

を
上
手
に
残
し
て
和
の
テ
イ

ス
ト
を
加
え
た
美
し
い
空
間

が
生
ま
れ
た
。

２
代
目
画
廊
主
の
デ
イ
ビ

ッ
ド
・
リ
バ
ー
ト
ソ
ン
さ
ん

は
「
か
つ
て
こ
の
場
所
で
カ

ー
ネ
ギ
ー
氏
ら
当
時
の
財
界

人
や
文
化
人
が
歓
談
し
た
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
交

流
す
る
場
に
し
た
い
」
と
、

移
転
先
を
こ
こ
に
決
め
た
思

い
を
語
る
。
現
在
は
、
北
斎

や
歌
麿
、
春
画
な
ど
を
展
示

中
。開

廊
時
間
は
午
前
11
時
か

ら
午
後
６
時
（
土
曜
は
５
時

ま
で
）
、
日
・
月
曜
は
休
み
。

電
話
は
２
１
２
・
６
８
８
・

０

１

８

８

、

詳

細

は

w
w
w
.roningallery.com

浮
世
絵
収
集
で
米
最
大

ロ
ー
ニ
ン
画
廊
移
転

http://www.919usa.com
https://posturebalancenyc.com/
http://japanphilly.org/programs/festivals/shichi-go-san-753/
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10
月
の
声
を
聞
き
、
朝
晩
の

気
温
も
一
気
に
下
が
っ
て
参
り

ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
ク
ー
ル
・

ビ
ズ
も
終
わ
り
で
す
か
っ
て
？

い
や
い
や
、
近
年
、
年
間
を
通

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
・
カ
ジ
ュ
ア
ル

の
企
業
が
随
分
と
増
え
て
き
た

様
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
通
年

ス
ー
ツ
を(

無
理
し
て)

着
な
く

て
も
よ
い
職
場
が
増
え
て
き
た

の
で
す
。

今
春
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ

ッ
ク
ス
が
オ
フ
ィ
ス
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
ア
タ
イ
ア
を
自
由
化
し
た

衝
撃
を
皮
切
り
に
日
系
の
大
手

銀
行
な
ど
が
追
従
、
そ
の
た
め

か
平
日
昼
間
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
街
中
の
景
色
も
少
し
変
わ
っ

て
き
た
か
な
あ
・
・
・
と
い
う

気
が
い
た
し
て
も
お
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ー

ツ
、
特
にR

eady
-to-W

ear

、

量
産
型
既
製
服
の
需
要
は
少
し

づ
つ
減
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る

様
で
す
が
、
一
方
でcustom

、

つ
ま
り
注
文
服
の
需
要
は
少
し

づ
つ
で
す
が
、
着
実
、
確
実
に

増
え
て
い
る
様
子
。

そ
ん
な
注
文
服
の
生
産
現

場
を
見
て
お
り
ま
し
て
近
頃
気

が
つ
い
た
こ
と
が
一
つ
。
そ
れ

は
チ
ェ
ッ
ク
柄
の
生
地
の
ス
ポ

ー
ト
・
コ
ー
ト
や
ス
ー
ツ
を
今

ま
で
よ
り
多
く
見
る
様
に
な
っ

た
こ
と
、
つ
ま
り
人
気
な
の
で

す
。
私
た
ち
販
売
サ
イ
ド
に
お

き
ま
し
て
も
チ
ェ
ッ
ク
柄
は
こ

の
御
時
世
オ
ス
ス
メ
し
や
す
い

点
が

あ
り
ま
す
の
で
、
写
真
の
ス
ポ

ー
ト
・
コ
ー
ト
を
御
覧
い
た
だ

き
つ
つ
、
ポ
イ
ン
ト
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
チ
ェ
ッ
ク
柄
は
①

フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
エ
ア
と
し
て
は

難
し
い
の
で
す
が
、
普
段
の
オ

フ
ィ
ス
ウ
エ
ア
と
し
て
は
充
分

活
用
が
出
来
、
ド
レ
ッ
シ
ー
。

②
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
て
も
締
め

な
く
て
も
ど
ち
ら
で
も
Ｏ
Ｋ
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
肌
寒
い
日

に
は
、
た
と
え
ば
ヴ
ェ
ス
ト
や

セ
ー
タ
ー
を
中
に
着
込
ん
で
み

ら
れ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
③

共
布
の
ト
ラ
ウ
ザ
ー
ズ
以
外
、

写
真
の
チ
ャ
コ
ー
ル
・
グ
レ
ー

系
や
ブ
ル
ー
系
、
ブ
ル
ー
グ
レ

ー
系
の
無
地
を
組
み
合
わ
せ
て

も
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
見
え
て

い
い
で
す
ね
。

④
週
末
に
は
タ
ー
ト
ル
・
ネ
ッ

ク
セ
ー
タ
ー
に
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン

ズ
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
如

何
！
？

ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
な
レ
ス

ト
ラ
ン
で
も
週
末
で
し
た
ら
充

分
ウ
エ
ル
カ
ム
な
組
み
合
わ
せ

で
す
。

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
！

イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

イラスト・桑原節73

ケン 青木

日
本
全
国
に
加
え
香
港
と
上

海
で
合
計
２
６
０
店
舗
の
美
容

サ
ロ
ン
を
経
営
す
る
リ
ビ
ア
ス

社
（
本
社
・
大
阪
、
大
西
昌
宏

社
長
）
が
、
11
月
６
日
（
水
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、
モ
モ

タ
ロ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ヘ
ア
サ
ロ
ン
（
東
49
丁
目
22

番
地
）
で
、
日
本
の
最
新
美
容

技
術
を
体
験
で
き
る
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
（
週
刊
Ｎ
Ｙ
生

活
、
さ
く
ら
ラ
ジ
オ
共
催
）
を

開
催
す
る
。

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
80
店
舗
を

展
開
し
、
リ
ビ
ア
ス
社
躍
進
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
シ
ェ
ー
ビ

ン
グ
専
門
店
「
レ
デ
ィ
ー
ス
・

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
」
の
眉
毛
の
形

を
整
え
る
フ
ェ
イ
ス
・
シ
ェ
ー

ビ
ン
グ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
会
場

と
な
る
ヘ
ア
サ
ロ
ン
「
モ
モ
タ

「
鎌
倉
シ
ャ
ツ
」
の
愛
称
で

呼
ば
れ
る
「
メ
ー
カ
ー
ズ
シ
ャ

ツ
鎌
倉
」
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

マ
ジ
ソ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
店

（
マ
ジ
ソ
ン
街
４
０
０
番
地
／

47
丁
目
と
48
丁
目
の
間
、
電
話

２
１
２
・
３
０
８
・
５
２
６

６
）
が
30
日
、
オ
ー
プ
ン
か
ら

７
周
年
を
迎
え
る
。

７
周
年
を
記
念
し
、
オ
ッ
ク

フ
ス
フ
ォ
ー
ド
地
ボ
タ
ン
ダ
ウ

ン
シ
ャ
ツ
（
既
製
品
無
地
３
色
、

ス
ト
ラ
イ
プ
４
色
各
89
ド
ル
＝

写
真
＝
。
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
無

地
５
色
、
ス
ト
ラ
イ
プ
５
色
各

１
３
０
ド
ル
）
を
限
定
販
売
す

る
。
ま
た
既
製
２
枚
、
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
１
枚
の
注
文
で
シ
ャ

ツ
生
地
で
作
っ
た
鎌
倉
シ
ャ
ツ

オ
リ
ジ
ナ
ル
扇
子
を
贈
呈
。
和

柄
ポ
ケ
ッ
ト
チ
ー
フ
３
枚
セ
ッ

ト
（
50
ド
ル
）
も
販
売
す
る
。

同
社
の
製
品
は
、
米
国
雑
誌

「
Ｇ
Ｑ
」
マ
ガ
ジ
ン
の
ウ
ェ
ブ

版
「G

Q
.com

」
９
月
19
日
付

記
事
で
欧
米
の
数
あ
る
ブ
ラ
ン

ド
の
中
か
ら
「
ベ
ス
ト
白
ド
レ

ス
シ
ャ
ツ
」
に
選
ば
れ
た
。
同

誌
は
、
ジ
ー
ン
ズ
や
ス
テ
ー
キ

が
、
品
質
の
高
さ
か
ら
日
本
製

の
デ
ニ
ム
や
和
牛
サ
ン
ド
が
脚

光
を
浴
び
た
よ
う
に
、
発
祥
の

本
家
本
元
を
凌
ぐ
ク
オ
リ
テ
ィ

の
高
い
シ
ャ
ツ
を
作
り
出
し
て

い
る
鎌
倉
シ
ャ
ツ
を
紹
介
し
、

ア
メ
リ
カ
ン
ト
ラ
ッ
ド
に
つ
い

て
は
、
そ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
守

っ
た
の
は
日
本
の
高
い
技
術
と

情
熱
と
称
賛
し
て
い
る
。

同
社
は
２
０
１
２
年
に
米
国

第
１
号
店
に
マ
ジ
ソ
ン
街
店
を

出
店
。
15
年
に
ブ
ル
ッ
ク
フ
ィ

ー
ル
ド
・
プ
レ
イ
ス
店
を
開

店
。
今
年
は
、
中
国
・
上
海
、

静
安
に
あ
る
「
静
安
ケ
リ
ー
セ

ン
タ
ー
」
内
に
中
国
で
初
と
な

る
シ
ョ
ッ
プ
を
11
月
７
日
に
オ

ー
プ
ン
す
る
。

ロ
ー
（
サ
ミ
ー
宮
本
社
長
）
」

の
新
技
術
「
髪
ツ
ヤ
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
」
も
体
験
で
き
る
。
ま

た
、
セ
レ
ブ
か
ら
の
根
強
い
人

気
を
誇
り
日
本
で
も
３
店
舗
経

営
す
る
ヘ
ア
サ
ロ
ン
「
ウ
ォ
ー

レ
ン
・
ト
リ
コ
ミ
」
（
本
部：

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
内
）
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

も
用
意
。
来
場
者
全
員
に
ス
ポ

ン

サ

ー

の

エ

セ

ル

ン

社

（A
eth
ern

）
よ
り
美
し
さ
を

創
造
す
る
リ
キ
ッ
ド
ビ
タ
ミ
ン

「
エ
セ
ル
ン
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

さ
ら
に
、
会
場
で
は
全
米
を
つ

な
ぐ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ

局
、
さ
く
ら
ラ
ジ
オ
の
看
板
番

組
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
５
番
街
ト

ー
ク
」
（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ：

青
木
恵
子
、
マ
サ
ミ
・
リ
ー
バ

ー
マ
ン
）
の
公
開
収
録
も
予
定

し
て
い
る
。
招
待
は
先
着
30
人
。

当
日
は
ア
ペ
タ
イ
ザ
ー
と
飲
み

物
を
用
意
。

参
加
費
は
20
ド
ル
。
申
し
込

み

は

Ｅ

メ

ー

ル

Q
an
dA
@
sakuraradio.com

ま

た

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.saku

raradio.com

の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。

け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表
を
経
て
、
ト

ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス．

カ
ン
パ
ニ
ー
で

カ
ス
タ
ム
テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、

紳
士
服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

参
加
者
全
員
に
リ
キ
ッ
ド
ビ

タ
ミ
ン
「
エ
セ
ル
ン
」
寄
贈

秋
に
映
え
る
ス
ポ
ー
ト
・
コ
ー
ト

鎌倉シャツNY進出７周年

米
男
性
誌
Ｇ
Ｑ
が
大
絶
賛

記
念
ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
を
発
売

女性のフェイス・シェービング実演

日本の最新美容技術を体験

美容大手リビアスNYで11月６日

リ
ビ
ア
ス
大
西
社
長

Photo: pintarest.com

https://www.cosmeproud.com/
https://carnegiehall.org/
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三
味
線
奏
者
、
小
林
史
佳
の

10
月
５
日
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
公
演

は
、
６
０
０
席
が
満
席
と
な
る

盛
況
だ
っ
た
（
本
紙
10
月
12
日

号
既
報
）
が
、
そ
の
陰
に
彼
を

支
え
た
同
郷
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新

潟
県
人
会
の
結
束
が
あ
っ
た
。

同
県
人
会
の
会
長
で
今
回
の
カ

ー
ネ
ギ
ー
公
演
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め

た
大
坪
賢
次
さ
ん
（
大
坪
不
動

産
社
長
）
は
「
こ
れ
ま
で
過
去

に
何
度
も
同
郷
の
大
物
歌
手
や

音
楽
家
か
ら
カ
ー
ネ
ギ
ー
で
や

り
た
い
と
頼
ま
れ
た
が
全
部
断

っ
て
き
た
。
だ
が
史
佳
さ
ん
の

熱
意
に
は
打
た
れ
た
」
と
話
す
。

大
坪
さ
ん
の
元
に
は
公
演

後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
各
界

か
ら
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
た
。
「
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
感
謝
の
言
葉

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
変

に
盛
況
な
打
ち
上
げ
に
新
潟
県

の
パ
ワ
ー
を
実
感
」
（
Ｎ
Ｙ
総

領
事
、
山
野
内
勘
二
大
使
）
、

「
今
回
の
ご
盛
会
、
大
坪
社
長

の
熱
意
と
人
脈
が
あ
っ
て
の
こ

と
と
、
い
つ
も
な
が
ら
敬
服
」

（
本
田
修
国
際
交
流
基
金
Ｎ
Ｙ

事
務
所
長
）
、
「
母
・
息
子
（
師

匠
・
弟
子
）
の
何
と
も
息
の
あ

っ
た
演
奏
は
圧
巻
。
フ
ァ
ン
と

し
て
応
援
し
た
い
」
（
畠
山
一

成
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
長
）
、

「
日
本
人
の
パ
ワ
ー
、
特
に
新

潟
県
民
の
皆
様
の
結
束
力
を
感

じ
た
」
（
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
オ
ー

ナ
ー
多
田
貴
将
さ
ん
）
な
ど
、

今
回
の
公
演
が
、
新
潟
日
報
社

を
初
め
と
し
た
同
郷
ス
ポ
ン
サ

ー
だ
け
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ

ル
ー
プ
な
ど
地
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
日
系
財
界
の
応
援
が
強
く

あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
公

演
直
前
に
林
茂
男
南
魚
沼
市
長

が
来
米
し
た
の
も
大
坪
さ
ん
が

前
知
事
や
議
員
に
県
の
将
来
を

憂
い
海
外
で
若
者
の
研
鑽
の
機

会
を
と
の
呼
び
か
け
に
応
え
た

も
の
だ
。
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
の

ダ
ン
・
リ
カ
さ
ん
は
「
市
長
自

ら
熱
心
に
国
際
的
な
人
材
育
成

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
自
治
体

が
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、
大

変
嬉
し
く
思
っ
た
。
自
分
の
子

育
て
の
経
験
か
ら
米
国
大
学
進

学
へ
の
具
体
的
な
準
備
勉
強
な

ど
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
」

と
早
速
反
響
が
あ
っ
た
。

公演後の打ち上げ会（エンパイア・ステーキで、写真・新潟日報社）

会
社
経
営
や
人
間
関
係
の

心
の
解
決
に
特
化
し
た
帝
王

学
を
学
ぶ
教
養
講
座
「
陰
陽

五
行
論
」
の
米
国
で
の
１
日

集
中
セ
ミ
ナ
ー
が
14
日
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
日
本

か
ら
同
講
座
の
創
設
者
で
あ

る
小
池
康
仁
さ
ん
が
初
来
米

し
て
の
講
座
と
あ
っ
て
、
日

本
か
ら
の
受
講
者
を
含
む
30

人
余
り
が
参
加
し
て
午
前
、

午
後
熱
心
に
受
講
し
た
。

講
義
の
中
で
、
小
池
さ
ん

は
「
成
功
者
と
し
て
ハ
イ
エ

ン
ド
に
上
が
る
者
は
、
誰
し
も

地
獄
を
見
て
い
る
。
そ
れ
な
し

に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
力
を

発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

自
分
の
力
量
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
明
日
を
生
き
よ
う
と
思

わ
ず
今
を
一
生
懸
命
に
生
き

よ
」
と
諭
し
た
。
ま
た
「
人
は

持
っ
て
生
ま
れ
た
宿
命
が
あ
る

が
、
心
の
持
ち
方
、
お
か
れ
た

環
境
次
第
で
運
命
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
述
べ
、
「
我

欲
を
手
放
し
、
人
の
役
に
た
っ

た
時
以
外
に
義
徳
本
能
を
積
む

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
帝
王
学

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
伝
授
し
た
。

講演する小池氏

世
界
誠
道
空
手
道
連
盟
誠
道

塾
の
創
立
43
周
年
を
記
念
す
る

空
手
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
12
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ジ
ョ
ン
・
ジ

ェ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
、
型
、
組
手
が
披

露
さ
れ
た
あ
と
、
各
地
区
道
場

で
勝
ち
抜
い
て
き
た
選
手
た
ち

が
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
つ
け
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

創
設
者
の
中
村
忠
会
長
は
、

大
山
倍
達
率
い
る
極
真
会
で

「
極
真
四
天
王
」
の
一
人
に
数

え
ら
れ
、
１
９
６
６
年
に
同
会

支
部
設
立
の
た
め
来
米
、
75
年

極
真
会
館
を
脱
退
し
76
年
に
誠

道
塾
を
設
立
。
二
代
目
の
彰
さ

ん
と
築
い
て
来
た
誠
道
空
手
の

精
神
は
、
空
手
を
通
し
て
豊
か

な
人
間
形
成
を
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
人
間
空
手
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
米
国
に
お
け
る
空
手

道
の
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。

空
手
の
型
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
で
目
の
不
自
由
な
選

手
た
ち
が
、
違
い
に
身
体
の
距

離
を
手
探
り
で
取
り
な
が
ら
見

事
な
型
を
披
露
す
る
と
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
沸
い
た
。
70

年
代
に
タ
イ
式
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ

ン
グ
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ

た
沢
村
忠
は
、
中
村
会
長
の

「
忠
」
の
名
を
も
ら
っ
て
デ
ビ

ュ
ー
し
た
逸
話
が
あ
る
。

当
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
の
村
上
広
報
セ
ン
タ

ー
長
が
来
賓
を
代
表
し
て
祝
辞

を
述
べ
た
。
同
塾
は
年
内
に
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
23
丁
目
か
ら
新
道

場
へ
移
転
を
計
画
し
て
い
る
。

日
米
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
松
木
史
所
長
）
は

９
月
24
日
、
第
７
回
年
次
晩

餐
会
を
市
内
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
・
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
で
開
催

し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
移
民

向
け
の
福
祉
団
体
ハ
ミ
ル
ト

ン
・
マ
ジ
ソ
ン
ハ
ウ
ス
の
日

本
語
ク
リ
ニ
ッ
ク
部
門
で
、

主
に
日
本
人
の
メ
ン
タ
ル
面

で
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。

同
団
体
で
は
毎
年
、
地
域

社
会
に
貢
献
し
た
個
人
を
１

人
表
彰
し
て
お
り
、
今
年
は
、

米
国
日
本
人
医
師
会
事
務
局

長
の
加
納
良
雄
さ
ん
＝
写

真
・
右
か
ら
２
人
目
＝
を
表

彰
し
た
。

加
納
さ
ん
は
、
同
団
体
の

理
事
を
は
じ
め
「
野
口
英
世

の
墓
を
守
る
会
」
な
ど
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
８
団
体
の
世
話

人
を
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

当
日
は
本
間
俊
一
元
米
国
日

本
人
医
師
会
長
か
ら
ア
ワ
ー

ド
が
手
渡
さ
れ
た
。

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
y
s
e
ik
a
ts
u
.c
o
m

日米カウンセリングセンター

加納良雄さんを表彰

別
所
浩
郎
国
連
大
使
は
10
月

１
日
付
け
で
帰
国
命
令
が
出

た
。ま

た
政
府
は
15
日
の
閣
議
で

川
村
泰
久
国
連
次
席
大
使
を
駐

カ
ナ
ダ
大
使
に
任
命
す
る
人
事

を
決
定
し
、
同
日
発
令
し
た
。

川
村
大
使
は
来
月
下
旬
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
離
れ
オ
タ
ワ
に
赴

任
す
る
。

創
業
75
年
の
玩
具
メ
ー
カ
ー

大
手
の
マ
テ
ル
社
は
こ
の
ほ

ど
、
性
別
を
問
わ
な
い
バ
ー
ビ

ー
人
形
シ
リ
ー
ズ
「
ク
リ
エ
イ

タ
ブ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
」
を
発
表

し
た
。

新
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
ス
カ
ー

ト
や
ズ
ボ
ン
、
髪
型
は
ロ
ン
グ

や
シ
ョ
ー
ト
な
ど
男
女
に
関
係

な
く
、
好
み
の
ス
タ
イ
ル
で
着

せ
替
え
が
で
き
る
。
同
社
は
保

護
者
や
医
師
、
専
門
家
そ
し
て

子
供
た
ち
か
ら
成
る
商
品
チ
ー

ム
を
組
み
、
服
装
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
ウ
ィ
ッ
グ
の
ほ
か
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
肌
色
の
人

形
を
開
発
し
た
。
同
社
は
今
年

２
月
の
Ｎ
Ｙ
玩
具
フ
ェ
ア
で
２

０
１
９
年
の
新
商
品
を
発
表

し
、
特
に
車
椅
子
に
乗
る
黒

人
人
形
は
称
賛
を
得
た
。

バ
ー
ビ
ー
は
、
同
社
の
共

同
創
業
者
で
あ
る
ル
ー
ス
・

ハ
ン
ド
ラ
ー
さ
ん
が
自
身
の

子
供
た
ち
が
人
形
を
作
る
姿

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
60
年
前

に
商
品
化
し
た
。

同
社
人
形
デ
ザ
イ
ン
担
当

の
キ
ム
・
カ
ル
モ
ー
ン
上
級

副
社
長
は
新
シ
リ
ー
ズ
発
売

に
際
し
「
玩
具
は
文
化
を
反

映
し
て
い
る
。
包
括
性
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
称
賛
で

き
る
現
代
社
会
で
の
商
品
ラ

イ
ン
を
考
案
し
た
」
と
話
す
。

新
商
品
は
６
種
類
の
肌
色
か

ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
価

格
は
29
ド
ル
99
セ
ン
ト
か
ら
。

性
別
問
わ
な
い
バ
ー
ビ
ー
人
形
登
場

別
所
国
連
大
使
帰
国
へ

川
村
次
席
大
使
は
カ
ナ
ダ
大
使
に

史
佳
Ｎ
Ｙ
公
演
の
成
功

新
潟
県
人
会
の
結
束
が
支
え
る

人
間
空
手
貫
く

誠
道
塾
43
周
年
記
念
大
会

帝王学の真髄語る

講座創設者の小池康仁氏が来米

「陰陽五行論」NYセミナー

http://hinomaru-limo.com


（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）10月19日（土）

●キモノハウス「七五三の着物レンタル・写真撮影」＝予約受付中。
Kimono House（131 Thompson St.） 着物・帯・和装小物の販売や着付
けサービスもEメールinfo@thekimonohouse.com ●アロマセラピークラ
ス＝10/18、25（金）11:00〜12:30 場所は申込者に後日通知。参加費：
＄45（１回）本紙連載コラム「香りのパワー」でお馴染みARC認定のアロ
マセラピスト橋本真理子さんが生活に役立つアロマセラピーについて毎回
２つの精油を取り上げて紹介。毎回完結クラス。申し込
み・問い合わせはEメールmalilikony@gmail.com また
は電話917-600-0110（橋本さん）まで。ウェブサイト
www.maliliko.com ●日本女子大学「秋の同窓会」＝
10/25（金）18:00〜21:00　NY日本クラブ桜の間（１
４５　57th St.5Fl) Tel: 212-581-2223  参加費：＄50以内　（食事、会場
費）。問い合わせはEメールofukainy@gmail.comまで。●NJ補習授業校
「中等部進学説明会・中高等部授業見学会」＝10/26（土）12:00〜12:20
進学説明会（NJ補習授業校　南カフェテリア）、12:45〜13:30　「中高等
部授業見学会」（NJ補習授業校　中高等部各教室）　NJ補習授業校パラマ
ス校　(Paramus Catholic High School / 425 Paramus Rd., Paramus,
NJ 07652）　入学準備、教科学習、年間行事などの説明と授業見学。問い

合わせは電話201-585-0555（平日）、201-493-9222（土曜）●東京女子
大学同窓会ニューヨーク支部「2019年度同窓会」＝10/26（土）12:15〜
15:00（開場:12:00）Peking Duck House（236 E. 53rd St)　参加費：
$40（ランチ付き）グストスピーカーはこんまリコンサルタントの渡辺洋子
さ ん 。 参 加 申 し 込 み は 10月 18日 （ 金 ） ま で に Eメ ー ル
twcualumny@gmail.comまで。●ニューヨーク岐阜県人会総会＝11/8

（金）19:00〜21:00　Kaikagetsu（162 Orchard
St.) 参加費：$50（税チップ込み、1飲物付、現金）
岐阜県に縁のある人も歓迎。ラッフルあり($10前後
の物品持ち寄り歓迎）。問い合わせ・申し込みは11月
4日（月）までにEメールny.gifu@gmail.comまで。

●コスメプラウド「特別美容セミナー」＝NJ会場： 11/5（火）13:00〜
15:00　　Homewood Suites by Hilton Edgewater NJ (10 The
Promenade Edgewater)、NY会場：11/6（水）18:30〜20:30　ニューヨ
ーク日系人会　(49 W. 45th St.)　参加無料（要予約）、定員：NJ25人、
NY70人。代表の荒木勝也氏が秋のお手入れ方法（乾燥と保湿対策）などを
解説。プラチナディープトリートメント（$115相当）進呈など特典。申し
込みは電話201-947-0010 、Eメールinfo@cosmeproud.com（宮北さん）。

www.nyseikatsu.comで詳報

建築から見た東京展

二
度
目
の
夏
季
五
輪
開
催

地
と
な
る
東
京
。
そ
の
社
会

的
変
遷
を
建
築
を
通
し
て
紹

介
す
る
展
覧
会
「
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
ト
ー
キ
ョ
ー：

建
築

と
暮
ら
し
１
９
６
４
／
２
０

２
０
」
が
11
日
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ

Ｓ
＝
東
47
丁
目
３
３
３
番
地

０
）
で
始
ま
っ
た
。
建
築
家

ユ
ニ
ッ
ト
「
ア
ト
リ
エ
・
ワ

ン
（
英
語
表
記：

A
telier

B
ow

-W
ow

）
」
の
塚
本
由
晴

氏
と
貝
島
桃
代
氏
と
Ｊ
Ｓ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
神
谷
幸
江
が
協
働
し
、
二

つ
の
五
輪
の
開
催
時
期
を
比

較
し
、
建
築
が
人
々
の
暮
ら

し
に
与
え
る
影
響
、
社
会
・

経
済
・
政
治
的
変
化
を
遂
げ

て
き
た
メ
ガ
シ
テ
ィ
ー
の
変

遷
を
考
察
す
る
。
会
場
は
、

競
技
場
、
駅
、
カ
プ
セ
ル
、

オ
フ
ィ
ス
、
住
宅
、
リ
テ
ー

ル
と
い
う
６
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
別
に
18
の
建
築
物
を
中
心

に
展
示
。
丹
下
健
三
氏
に
よ

る
国
立
代
々
木
競
技
場
設
計

時
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
面
、
新

国
立
競
技
場
の
模
型
、
霞
ヶ

関
ビ
ル
建
築
中
の
写
真
な
ど

貴
重
な
展
示
品
も
多
い
。

来
年
１
月
26
日
（
日
）
ま

で
。
入
場
料
は
大
人
12
ド
ル
、

シ
ニ
ア
・
学
生
10
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
は
無
料
。
金
曜
６
時

か
ら
は
無
料
（
日
本
語
解
説

ツ
ア
ー
あ
り
）
。
開
廊
日
時
は

正
午
か
ら
午
後
７
時
（
金
曜

は
９
時
）
ま
で
。
土
・
日
曜

は
午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。
月
曜
・
祝
日
は
休
み
。

電
話
２
１
２
・
７
１
５
・
１

２
５
８
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.japansociety.org

を

参
照
。

（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
（
五
番
街

４
７
６
番
地
）
は
18
日
か
ら
、

名
作
『
ラ
イ
麦
畑
で
つ
か
ま
え

て
』
の
著
者
Ｊ
・
Ｄ
・
サ
リ
ン

ジ
ャ
ー
の
生
涯
を
伝
え
る
特
別

展
を
開
催
す
る
。

生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
る
サ

リ
ン
ジ
ャ
ー
の
同
特
別
展
で
は

遺
族
協
力
を
得
て
、
１
９
５
１

年
出
版
以
降
７
０
０
０
万
部
以

上
を
売
り
上
げ
て
い
る
同
書
の

実
際
の
タ
イ
プ
打
ち
の
原
稿
の

ほ
か
、
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
経
歴
、

自
身
が
記
し
た
法
廷
書
類
な
ど

め
っ
た
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
貴
重
な
遺
品
約
２
０
０
点

を
閲
覧
で
き
る
。

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
寝
室
に
置

か
れ
て
い
た
本
棚
、
10
歳
の
頃

に
サ
マ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
で
作
っ

た
器
を
含
む
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
が

保
存
し
続
け
た
幼
少
期
の
思
い

出
の
品
々
も
展
示
さ
れ
て
い

る
。生

前
は
あ
ま
り
私
生
活
を
明

か
し
て
い
な
か
っ
た
サ
リ
ン
ジ

ャ
ー
は
同
書
類
に
「
私
は
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
短
編
ラ
イ

タ
ー
兼
小
説
家
で
、
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
の
み
を
著
す
。
30
年
以
上

に
わ
た
り
、
私
は
ニ
ュ
ー
・
ハ

ン
プ
シ
ャ
ー
に
住
み
、
そ
こ
で

仕
事
を
し
て
き
た
。
私
は
そ
こ

で
結
婚
し
、
２
人
の
子
ど
も
た

ち
は
そ
こ
で
育
ち
…
私
は
15
歳

の
頃
か
ら
情
熱
的
に
、
一
心
に
、

貧
欲
な
ま
で
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

を
書
き
続
け
て
き
た
。
完
成
し

た
作
品
が
い
つ
か
、
生
存
者
ま

た
は
故
人
、
ま
だ
出
生
し
て
い

な
い
人
、
性
別
を
問
わ
ず
、
理

想
的
な
読
者
に
確
実
に
届
く
こ

と
を
想
像
す
る
と
、
う
れ
し
く

思
う
」
と
個
人
的
な
思
い
を
綴

っ
て
い
る
。

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
は
２
０
１
０

年
に
91
歳
で
死
去
し
た
。
同
展

は
１
月
19
日
ま
で
。
詳
細
は

nypl.org

を
参
照
。

ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン

元
国
務
長
官
と
ビ
ル
・
ク
リ

ン
ト
ン
元
大
統
領
夫
妻
の
娘
、

チ
ェ
ル
シ
ー
さ
ん
（
37
）
＝

写
真
＝
が
、
来
年
で
引
退
す

る
と
発
表
し
た
ニ
タ
・
ロ
ー

ウ
ェ
イ
連
邦
下
院
議
員
（
82
、

民
主
党
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
17

区
選
出
）
の
後
継
者
と
し
て

立
候
補
す
る
の
で
は
と
の
観

測
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
17
区
は
ロ
ッ
ク
ラ

ン
ド
郡
と
ク
リ
ン
ト
ン
夫
妻

の
家
が
あ
る
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ

ス
タ
ー
郡
の
一
部
が
含
ま
れ

て
い
る
。
　

ロ
ー
ウ
ェ
イ
議
員
は
１
９

８
８
年
の
初
当
選
以
来
31
年

間
、
下
院
議
員
を
務
め
て
い

る
。
93
年
に
男
性
支
配
の
下

院
歳
出
委
員
会
に
入
り
、
以

後
数
々
の
案
件
を
成
立
さ
せ

て
き
た
。
今
年
は
同
委
員
会

の
初
の
女
性
議
長
と
な
り
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
国
境

の
壁
建
設
費
用
を
計
上
さ
せ

る
こ
と
な
く
議
会
を
再
開
さ

せ
る
な
ど
手
腕
を
発
揮
し
た
。

地
元
の
民
主
党
関
係
者
は

ロ
ー
ウ
ェ
イ
議
員
の
強
力
な

後
継
者
候
補
と
し
て
チ
ェ
ル

シ
ー
さ
ん
に
高
い
関
心
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
民

主

党

委

員

会

の

レ

ジ

ナ

ル

ド
・
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
議
長

は
「
ロ
ー
ウ
ェ
イ
議
員
の
後

継
者
レ
ー
ス
は
熱
い
も
の
に

な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
つ
つ
、

「
チ
ェ
ル
シ
ー
本
人
や
近
親
者

か
ら
立
候
補
の
話
は
聞
い
た

こ
と
が
な
い
」
と
話
す
。

民
主
党
か
ら
の
候
補
と
し

て
は
デ
ビ
ッ
ド
・
ブ
ッ
フ
バ

ル
ト
Ｎ
Ｙ
州
下
院
議
員
、
デ

ビ
ッ
ド
・
カ
ル
ル
ッ
チ
Ｎ
Ｙ

州
上
院
議
員
、
ト
ー
マ
ス
・

ロ
ー
チ
・
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー

ン
ズ
市
長
な
ど
の
名
前
が
あ

が
っ
て
い
る
。

チ
ェ
ル
シ
ー
・
ク
リ
ン
ト

ン
さ
ん
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

で
学
ん
だ
後
、
２
０
０
３
年

に

マ

ッ

キ

ン

ゼ

ー

・

ア

ン

ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
に
入
社
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
な
ど
で

も
働
い
た
。
10
年
に
ゴ
ー
ル

ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
に
勤
務

す
る
ユ
ダ
ヤ
系
米
国
人
の
マ

ー
ク
・
メ
ジ
ン
ス
キ
ー
さ
ん

と
結
婚
。
キ
リ
ス
ト
教
か
ら

改
宗
せ
ず
異
宗
婚
と
な
っ
た
。

現
在
は
ク
リ
ン
ト
ン
財
団

の
副
理
事
長
を
務
め
な
が
ら
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
保
健
衛

生
政
策
学
・
管
理
学
部
で
非

常
勤
で
働
い
て
い
る
。
現
在

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
高
級

ア
パ
ー
ト
に
夫
と
長
女
（
９
）

と
長
男
（
３
）
の
４
人
で
住

ん
で
い
る
。

控
え
め
な
性
格
と
さ
れ
、

政
治
に
は
距
離
を
置
い
て
い

た
が
、
２
０
１
６
年
に
母
親

を
米
国
初
の
女
性
大
統
領
に

す
る
た
め
全
米
を
飛
び
回
っ

た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
は

批
判
的
で
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

１
７
０
万
人
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
で
た
び
た
び
ト
ラ
ン
プ

批
判
を
し
て
い
る
。
大
統
領

の
娘
の
イ
バ
ン
カ
・
ト
ラ
ン

プ
さ
ん
と
は
親
友
だ
っ
た
が

現
在
は
疎
遠
と
い
う
。

さ
ろ
ん
シ
リ
ー
ズ
第
66
回

「
秋
に
ち
な
ん
だ
日
本
舞
踊
の

数
々
」
が
20
日
（
日
）
午
後
３

時
か
ら
４
時
ま
で
天
理
文
化
協

会
（
西
13
丁
目
43
Ａ
番
地
）
で

開
催
さ
れ
る
。

秋
の
無
常
観
を
テ
ー
マ
に
し

た
伊
藤
さ
ち
よ
創
作
「
祇
園
精

舎
」
を
披
露
す
る
。
出
演
は
ダ

ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
、
サ
ム
ラ
イ
・

ソ
ー
ド
・
ソ
ウ
ル
を
主
宰
す
る

俳
優
、
ヨ
シ
天
尾
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
る
。

入
場
料
は
一
般
20
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
は
15
ド
ル
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
電
話

２
１
２
・
６
２
７
・
０
２
６
５
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

sachiyoitoandcom
pany@

gm
ail.com

ま
で
。

さ
ろ
ん
シ
リ
ー
ズ
に
ヨ
シ
天
尾

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
日
本
語
教
育

委
員
会
は
26
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま

で
２
０
１
９
年
秋
の
研
修
会
を

日
系
人
会
（
西
45
丁
目
49
番
地

11
階
）
で
開
催
す
る
。
今
回
は

「
文
法
ベ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
つ
い
て：

げ
ん
き
再
考
」

を
テ
ー
マ
に
、
桜
井
陽
子
さ
ん

（
ハ
ン
タ
ー
大
学
）
「
げ
ん
き

C
an-do

で
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
育
て
る
」
と
津
田

和
男
さ
ん
（
国
連
国
際
学
校
）

が
「
探
求
型
概
念
教
育：

文

法
／
構
文
の
二
次
元
か
ら
三
次

元
へ
の
質
的
転
換
」
の
２
人
が

発
表
を
行
う
。
研
修
会
に
は
日

本
語
教
育
に
関
係
無
い
人
も
参

加
で
き
、
発
表
の
後
に
は
座
談

会
も
行
う
。
登
録
費：

23
日
ま

で
申
し
込
み
の
場
合
Ｊ
Ａ
Ａ
会

員
15
ド
ル
、
非
会
員
20
ド
ル
、

学
生
・
シ
ニ
ア
10
ド
ル
。
弁
当

代
（
希
望
者
の
み
）
10
ド
ル
。

23
日
以
降
の
申
し
込
み
は
各
５

ド

ル

増

。

日

系

人

会

in
fo@

jaan
y

.org

ま
で
食
事

の
有
無
を
明
記
し
て
申
し
込
み

の
こ
と
。

ボ
ス
ト
ン
の
連
邦
判
事
は

１
日
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が

「
人
種
」
を
入
学
生
選
考
の
条

件
の
ひ
と
つ
と
し
て
引
き
続

き
用
い
る
こ
と
を
許
可
す
る

判
決
を
下
し
た
。
同
大
が
ア

ジ
ア
系
米
国
人
の
入
試
合
格

点
を
他
の
人
種
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
よ
り
も
高
く
設
定
し
て

い
る
と
し
て
訴
訟
に
な
っ
た
。

ア
リ
ソ
ン
・
バ
ロ
ー
ズ
判

事
は
入
学
者
選
考
方
法
は

「
完
全
で
は
な
い
」
と
認
め
る

一
方
で
「
多
様
性
を
考
慮
し

た
同
大
学
の
方
針
は
、
理
解

さ
れ
る
べ
き
」
と
伝
え
た
。

原
告
は
同
判
決
を
不
服
と
し
、

最
高
裁
判
所
に
上
告
す
る
。

完成間近の新国立競技場を解説する塚本氏

10日のプレス公開に立ち会った、左

からアトリエ・ワンの貝島氏、塚本

氏、伊藤暁氏、ＪＳの神谷氏

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ト
ー
キ
ョ
ー：

建
築
と
暮
ら
し
１
９
６
４
／
２
０
２
０

五
輪
開
催
と
社
会
変
遷
た
ど
る

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
来
年
１
月
ま
で

チ
ェ
ル
シ
ー
さ
ん
出
馬
？

Ｎ
Ｙ
州
下
院
議
員
立
候
補
の
う
わ
さ

ア
ジ
ア
系
入
試

で
差
別
の
訴
え

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

裁
判
所
が
退
け
る

秋
の
日
本
語

研
修
会
開
催

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で
26
日

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
展

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
で
18
日
か
ら

http://www.easeny.com/
https://ibec-usa.com/
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世
界
人
口
の
激
増
、
そ
し
て

医
薬
の
進
化
に
よ
る
世
界
的
高

齢
化
増
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

日
本
の
財
政
は
一
般
会
計
歳
出

で
１
０
０
兆
円
を
超
え
て
そ
の

勢
い
は
止
ま
り
そ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。
中
で
も
、
社
会
保
障
費

は
そ
の
３
分
の
１
（
34
兆
円
）

以
上
を
占
め
て
い
る
よ
う
だ
か

ら
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で

も
ダ
ン
ト
ツ
の
社
会
保
障
費
な

の
だ
ろ
う
と
思
い
込
ん
で
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
そ
の
統
計
数
値
を

見
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
、
そ
の

比
は
36
か
国
中
20
位
。
「
中
の

下
」
の
順
位
と
の
こ
と
。
「
あ

れ
ぇ
!?

世
界
一
の
高
齢
国
な

の
に
、
世
界
一
の
社
会
保
障
費

の
比
率
で
は
な
い
！
」
と
い
う

衝
撃
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
各
国
諸
事
情
は
あ

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
世
界
各

国
、
医
薬
の
発
達
、
世
界
中
が

長
寿
化
し
て
い
く
こ
と
を
見
込

ん
で
計
画
を
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。
逆
に
日
本
は
予
測
で
動

い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
高
齢

施
策
が
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り

で
は
な
い
か
心
配
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

日
本
国
内
の
介
護
・
高
齢
化

の
問
題
を
世
界
照
準
に
す
る
に

は
ち
ょ
う
ど
い
い
物
差
し
が
あ

り
ま
す
。
当
コ
ラ
ム
の
第
84
回

で
も
話
題
に
し
ま
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
で
す
。
そ
れ
は
、
２
０
１
５

年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
２
０

３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
た
め

の
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

国
際
目
標
と
訳
さ
れ
ま
す
。

私
は
前
回
コ
ラ
ム
で
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
載
っ
て
い
な
い
日
本
独

自
の
課
題
「
要
介
護
、
認
知
症

に
な
っ
た
か
ら
社
会
の
落
伍
者

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
包
摂
的
社
会

を
日
本
が
世
界
中
に
先
導
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
世
界
の

共
通
言
語
『
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
』
に

変
え
た
い
」
と
し
て
、
な
ん
と

か
介
入
さ
せ
た
い
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
申
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
記
述
の
通
り
、
そ
ん
な
こ

と
は
、
国
際
的
課
題
と
し
て
、

当
然
、
織
り
込
み
済
み
。
「
ミ

ス
タ
ー
ニ
シ
ム
ラ
、
そ
ん
な
こ

と
わ
か
っ
て
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

作
ら
れ
て
い
る
。
静
か
に
し
な

さ
い
」
と
一
喝
さ
れ
る
前
に
気

づ
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
そ
の
周
辺

に
散
在
さ
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る

問
題
を
解
決
で
き
る
も
の
だ
と

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
レ
ク
ト
に
取
り
組
ま
な

く
て
も
、
ま
ず
は
日
本
の
介
護

っ
て
何
が
問
題
な
の
か
？

高

齢
者
は
何
を
不
安
に
思
っ
て
い

る
の
か
？

を
漏
ら
さ
ず
ダ
ブ

り
な
く
、
５
つ
ず
つ
列
挙
し
て

み
ま
す
。
以
下
の
通
り
で
す
。

《
国
と
し
て
の
介
護
の
問
題
》

・
介
護
離
職
（
親
の
介
護
が
原

因
で
会
社
を
辞
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
）

・
そ
の
介
護
を
支
え
る
介
護
職

の
人
手
不
足
、
低
給
与

・
介
護
に
関
わ
る
他
職
種
連
携

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
遅
れ

・
自
立
支
援
へ
の
考
え
方
（
教

育
）

《
個
人
と
し
て
高
齢
に
な
る
こ

と
の
不
安
》

・
健
康
（
移
動
や
趣
味
関
心
を

諦
め
る
こ
と
、
心
身
機
能
低
下
、

老
化
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
死

の
恐
怖
）

・
判
断
力
の
低
下
（
災
害
や
犯

罪
、
認
知
症
に
な
る
こ
と
へ
の

心
の
準
備
）

・
お
金
の
問
題
（
長
生
き
の
リ

ス
ク
、
現
在
の
居
住
地
か
ら
変

わ
り
た
く
な
い
）

・
独
り
に
な
る
こ
と
（
だ
ん
だ

ん
友
人
や
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
な

く
な
る
こ
と
）

・
あ
と
に
自
分
が
残
す
こ
と
や

も
のＳ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
ゴ
ー
ル
と
１

６
９
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
２
３
２
指

標
を
こ
れ
ら
問
題
と
不
安
に
照

ら
せ
ば
、
必
然
的
に
解
決
へ
ア

ク
セ
ス
で
き
そ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。
次
回
は
そ
の
指
標
の

い
く
つ
か
を
抜
粋
し
て
、
具
体

的
に
ど
う
照
ら
す
の
か
提
案
し

ま
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
（
介
護
甲
子
園
）

理
事

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

来
月
か
ら
年
収
で
百
万
円
ア
ッ
プ
に

91

「E
m
otionalIntelligence

」

(

ダ
ニ
エ
ル
・
ゴ
ー
ル
マ
ン
著
）

を
ご
存
じ
で
す
か
？

最
近
、

書
棚
の
整
理
を
し
て
い
た
ら
、

埃
を
か
ぶ
っ
て
…
云
々
と
い
う

の
は
良
く
あ
る
話
で
す
が
、
私

も
結
局
読
み
直
す
こ
と
に
。
こ

の
本
の
中
で
、
神
経
生
物
学
者

の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
レ
ー
ラ

の
考
え
を
紹
介
し
て
い
る
「
免

疫

シ

ス

テ

ム

は

、

体

の

脳

SD
G
s

」
と
い
う
く
だ
り
に
出

会
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
「
こ

の
体
の
脳
と
し
て
の
免
疫
シ
ス

テ
ム
が
、
身
体
内
に
お
い
て
、

自
己
と
い
う
感
覚
を
決
定
す

る
」
と
続
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
己
と
い
う
認
識
は
免
疫
力
で

で
き
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

体
内
に
イ
ン
・
プ
ッ
ト
（
食

べ
物
や
薬
な
ど
自
分
が
選
ん
で

い
る
物
と
、
環
境
な
ど
か
ら
侵

入
し
て
く
る
も
の
）
さ
れ
る

様
々
な
も
の
た
ち
を
、
自
己
に

属
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も

の
に
選
別
し
、
消
化
し
、
自
己

に
な
り
得
る
も
の
だ
け
を
体
内

の
一
部
と
し
て
融
合
し
、
自
己

形
成
の
邪
魔
に
な
る
も
の
に
対

し
て
は
、
そ
の
力
を
抑
制
し
排

出
す
る
と
い
う
の
が
、
免
疫
シ

ス
テ
ム
の
役
割
で
す
。
免
疫
力

が
衰
え
れ
ば
、
多
く
の
皆
さ
ん

が
目
標
と
す
る
、
元
気
で
素
敵

な
人
生
を
過
ご
し
て
い
る
は
ず

の
、
理
想
の
自
分
像
と
は
異
な

る
自
己
感
覚
が
体
内
に
あ
ふ
れ

か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
誰

も
が
「
や
り
た
い
事
が
あ
る
の

に
、
い
ざ
と
な
る
と
一
歩
が
出

な
い
」
と
い
っ
た
経
験
に
悩
ま

さ
れ
た
こ
と
が
一
度
は
あ
る
で

し
ょ
う
。
人
生
の
目
的
が
見
え

な
い
、
自
信
が
な
い
、
頑
張
っ

て
い
る
の
に
満
た
さ
れ
な
い
自

分
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
前
回
触
れ
た
、
ア
ン
ソ

ニ
ー
・
ボ
ー
デ
イ
ン
の
よ
う
に

誰
も
が
憧
れ
る
素
敵
な
人
生
を

送
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の

に
、
彼
自
身
は
幸
せ
で
は
な
か

っ
た
の
か
し
ら
？

と
い
う
こ

と
に
も
な
り
う
る
の
で
す
。

私
達
は
、
自
分
が
誰
な
の
か

を
決
め
る
の
は
、
頭
で
の
思
考

に
よ
る
勝
手
な
好
み
だ
と
思
い

込
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
己

と
い
う
私
た
ち
の
主
体
は
、
全

身
に
網
羅
す
る
免
疫
力
な
の
で

す
。
つ
ま
り
、
頭
で
考
え
る
イ

メ
ー
ジ
よ
り
、
体
感
覚
の
方
が

現
実
な
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
り
住
ん

で
20
年
目
頃
、
独
身
で
バ
リ
バ

リ
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
を
や

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
疲
労
困

憊
し
免
疫
力
が
落
ち
て
い
た
時

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、

そ
の
当
時
の
う
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス

は
「
真
っ
す
ぐ
立
つ
姿
勢
」
が

テ
ー
マ
で
し
た
か
ら
、
ま
さ
か

背
中
丸
く
し
て
体
力
の
衰
え
を

認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

よ
ね
。
私
は
、
自
分
の
健
康
よ

り
、
見
栄
の
方
を
大
切
に
し
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。
今

更
な
が
ら
に
反
省
し
ま
す
が
、

自
分
の
身
体
の
苦
し
み
を
受
け

入
れ
る
の
が
嫌
で
、
身
体
を
無

視
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
は

ま
っ
て
「
本
当
の
自
分
探
し
」

に
興
味
を
持
ち
、
現
実
逃
避
し

て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、
「
じ
ゃ
あ
、
今
こ
こ
に
い

る
私
は
誰
？
」
と
い
う
疑
問
に

ぶ
つ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

つ
い
で
に
、
「
真
の
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
＝
真
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
」

な
の
だ
と
、
気
づ
い
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
だ
っ
て
、
そ
れ
が
、

日
本
が
誇
る
「
禅
」
な
の
で
す

よ
。
い
つ
か
ら
、
私
た
ち
日
本

人
は
「
健
全
な
体
に
、
健
全
な

魂
や
ど
る
」
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
？

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子：

米
国
栄

養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認
定

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ

認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ
ル
デ

ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
認
定

プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
。
１
０

０
％
健
康
で
幸
せ
な
人
生
の
た

め
の
「
マ
キ
コ
メ
ソ
ッ
ド
」
を

考

案

。N
atural

H
ealing

A
rtists

創

業

者

兼

代

表

。

NaturalHealingA
rtists.com

本
当
の
自
分
は
、

免
疫
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た

第
11
回

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ダ
ン
ビ

ル
に
あ
る
ガ
イ
ジ
ン
ガ
ー
医
療

セ
ン
タ
ー
は
７
日
、
院
内
感
染

に
よ
り
新
生
児
３
人
が
死
亡
、

５
人
が
治
療
中
と
の
声
明
を
発

表
し
た
。

８
人
は
全
員
未
熟
児
で
、
新

生
児
集
中
治
療
室
に
移
し
て
い

た
と
こ
ろ
シ
ュ
ー
ド
モ
ナ
ス
感

染
症
に
か
か
っ
た
。
病
院
側
は
、

死
亡
し
た
３
人
は
「
極
度
の
未

熟
児
の
た
め
に
す
で
に
脆
弱
な

状
態
」
の
結
果
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
と
話
し
て
い
る
。
生

存
し
て
い
る
５
人
の
幼
児
の
う

ち
４
人
は
治
療
に
成
功
し
、
一

人
は
抗
生
物
質
治
療
を
受
け
続

け
て
い
る
状
況
と
い
う
。

院
内
感
染
発
生
を
受
け
医
療

セ
ン
タ
ー
は
、
未
熟
児
を
出
産

す
る
可
能
性
が
高
い
母
親
と
、

妊
娠
32
週
前
に
生
ま
れ
た
新
生

児
は
「
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
」

ほ
か
の
病
院
に
移
送
す
る
と
し

て
い
る
。
　

シ
ュ
ー
ド
モ
ナ
ス
感
染
症

は
、
シ
ュ
ー
ド
モ
ナ
ス
属
菌
、

特
に
緑
膿
菌
に
よ
っ
て
起
こ

る
。
台
所
の
流
し
、
ト
イ
レ
、

プ
ー
ル
、
浴
槽
の
中
な
ど
湿
っ

た
所
を
好
み
、
通
常
の
塩
素
消

毒
で
は
死
滅
し
な
い
。
人
に
感

染
す
る
と
健
康
な
人
に
は
軽
い

皮
膚
感
染
症
な
ど
で
済
む
こ
と

が
多
い
が
、
免
疫
力
が
低
い
人

に
は
命
に
か
か
わ
る
病
気
を
引

き
起
こ
す
。

新
生
児
３
人
死
亡

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ダ
ン
ビ
ル

医
療
セ
ン
タ
ー
で
院
内
感
染

https://www.takenakapartners.com/
http://www.life-mates.jp/seminar_2019Oct
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Ｑ
ビ
ザ
は
、
自
国
の
歴
史
、

文
化
、
伝
統
を
普
及
す
る
た
め

に
国
際
的
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
す
る
人
の
た
め
の
ビ

ザ
で
す
。
Ｑ
ビ
ザ
保
持
者
は
、

連
邦
所
得
税
法
上
の
居
住
外
国

人
・
非
居
住
外
国
人
の
判
定
基

準
で
あ
る
「
実
質
的
滞
在
条
件
」

か
ら
の
除
外
個
人
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
除
外
個
人
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
年
度
内
の
米
国
滞
在

日
数
が
１
８
３
日
を
超
え
て
も
、

非
居
住
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

Ｑ
ビ
ザ
保
持
者
は
、
た
と
え

課
税
対
象
と
な
る
所
得
が
な
く

て
も
「
実
質
的
滞
在
条
件
」
か

ら
の
除
外
個
人
で
あ
る
旨
を
身

分
情
報
申
告
書
フ
ォ
ー
ム
８
８

４
３
に
記
入
し
て
、
毎
年
Ｉ
Ｒ

Ｓ
へ
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
フ
ォ
ー
ム
８
８
４
３
に
は
、

Ｑ
ビ
ザ
保
持
者
の
氏
名
、
日
本

留
守
宅
住
所
、
ビ
ザ
の
発
行
日
、

パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
、
過
去3

年
間

の
ア
メ
リ
カ
滞
在
日
数
所
、
所

属
組
織
の
名
称
住
・
住
所
・
電

話
番
号
、
担
当
責
任
者
の
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
、
過
去6

年
間
の
保
有
ビ
ザ
の
種
類
な
ど

に
つ
い
て
の
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
記
入
し
ま
す
。

居
住
外
国
人
と
非
居
住
外
国

人
と
で
は
、
税
金
の
取
り
扱
い

の
違
い
の
結
果
、
ど
ち
ら
が
有

利
に
な
る
か
一
概
に
は
言
え
ま

せ
ん
。
所
得
で
比
べ
る
と
、
居

住
外
国
人
は
全
世
界
の
年
間
全

所
得
の
申
告
を
必
要
と
す
る
の

に
対
し
て
、
非
居
住
外
国
人
の

場
合
は
米
国
源
泉
所
得
だ
け
を

申
告
す
れ
ば
い
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
の

留
守
宅
を
人
に
貸
し
て
い
て
家

賃
収
入
を
得
て
い
る
場
合
、
米

国
在
住
者
が
居
住
外
国
人
で
あ

れ
ば
申
告
義
務
が
あ
り
、
非
居

住
外
国
人
で
あ
れ
ば
外
国
源
泉

で
あ
る
た
め
申
告
の
必
要
が
な

く
、
非
居
住
外
国
人
の
方
が
有

利
に
見
え
ま
す
。
申
告
を
必
要

と
す
る
場
合
、
居
住
外
国
人
は

非
居
住
外
国
人
に
許
さ
れ
な
い

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
デ
ィ
ダ
ク
シ

ョ
ン
（
概
算
額
控
除
）
や
項
目

別
控
除
に
よ
る
節
税
が
認
め
ら

れ
る
点
で
有
利
と
言
え
ま
す
。

（
大
島
襄
、
米
国
公
認
会
計
士
）

国
際
文
化
交
流
訪
問
者
Ｑ
ビ
ザ
と
税
金 730

東
京
都
と
一
般
社
団
法
人
東

京

国

際

金

融

機

構

（F
in
C
ity
.T
oky

o

）
が
主
催

と
な
り
、
23
日
（
水
）
午
後
４

時
か
ら
７
時
ま
で
、
モ
ル
ガ

ン

・

ス

タ

ン

レ

ー

本

社

（

1
5
8
5
�
B
ro
ad
w
ay

A
venue

）
で
、
主
に
ア
ジ
ア

株
・
日
本
株
投
資
を
行
う
機
関

投
資
家
、
資
産
運
用
会
社
、
金

融
機
関
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
、

そ
の
他
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

企

業

関

係

者

を

対

象

に

、

「T
oky

o
F
inancialF

orum
in
N
ew

Y
ork

」
と
題
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
国
際
的
な
金

融
都
市
と
し
て
の
東
京
の
魅
力

を
発
信
す
る
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
小

池
百
合
子
都
知
事
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
者
・
有
識
者
が
登
壇

予
定
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
知
事

講
演
に
始
ま
り
、
一
般
社
団
法

人
東
京
国
際
金
融
機
構
会
長
を

務
め
る
中
曽
宏
氏
、
金
融
庁
総

合
政
策
局
総
合
政
策
課
長
を
務

め
る
田
原
泰
雅
氏
、
ウ
ィ
ズ
ダ

ム
ツ
リ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

で
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
イ
ェ
ス
パ
ー
・
コ
ー
ル
氏

が
登
壇
し
、
最
後
に
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
予
定

だ
。
申
し
込
み
は
氏
名
、
所
属
、

肩
書
き
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

明

記

し

て

、

Ｅ

メ

ー

ル

investtoky
o@
access2tok

y
o.com

ま
で
。

東
京
金
融
フ
ォ
ー
ラ
ム

小
池
都
知
事
ら
登
壇

ラ
イ
フ
メ
イ
ツ
社
会
保
険
労

務
士
事
務
所
代
表
の
蓑
田
透
氏

と
デ
ィ
パ
オ
ラ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
イ
ン
デ

ペ
ン
デ
ン
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
比
嘉
啓

子
氏
が
老
後
の
日
本
へ
の
帰

国
、
米
国
居
住
者
で
も
も
ら
え

る
日
本
の
年
金
、
日
本
で
暮
ら

す
老
後
の
終
活
、
米
国
で
加
入

し
て
日
本
で
受
給
で
き
る
個
人

年
金
を
テ
ー
マ
に
し
た
無
料
セ

ミ
ナ
ー
を
11
月
２
日
（
土
）
と

３
日
（
日
）
の
両
日
午
前
10
時

か
ら
正
午
ま
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
比
嘉
さ
ん
の
オ
フ
ィ
ス
会
議

室
（
東
44
丁
目
１
５
５
番
地
５

階
）
で
開
催
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
年
を
取
っ

て
か
ら
帰
国
す
る
場
合
に
必
要

な
各
種
手
続
き
や
、
国
籍
、
社

会
保
障
、
住
宅
事
情
、
在
留
資

格
な
ど
に
つ
い
て
解
説
す
る
ほ

か
、
年
金
の
種
類
や
高
齢
者
施

設
の
費
用
、
探
し
方
、
介
護
保

険
制
度
の
し
く
み
を
説
明
。
ま

た
親
が
認
知
症
に
な
っ
た
場
合

や
死
亡
し
た
場
合
の
手
続
き
に

つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

個
別
相
談
も
初
日
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で
開
催
。
セ
ミ
ナ

ー
、
個
別
相
談
共
に
申
し
込
み

は
電
話
２
１
３
・
３
２
７
・
８

６
５
０
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

y
u
k
i.u
sad

@
y
ah
oo.com

ラ
イ
フ
メ
イ
ツ
Ｌ
Ａ
事
務
所
の

内
田
さ
ん
。
申
し
込
み
締
め
切

り
は
11
月
１
日
（
土
）
。
個
別

相
談
を
希
望
す
る
人
は
希
望
時

間
と
連
絡
先
を
メ
ー
ル
で
記
載

す
る
こ
と
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.life-m

ates.jp/sem
i-

nar_2019O
ct

を
参
照
。

老後の帰国

日米年金事情
無料セミナーNYで

企
業
法
務
担
当
者
向
け

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｚ
法
律
グ
ル
ー
プ
Ｐ
Ｃ

(

移
民
法
専
門
弁
護
士
事
務
所)

の
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ
ン

代
表
弁
護
士
は
同
事
務
所
の
ル

カ
・
ジ
モ
ブ
チ
ャ
ッ
ク
弁
護
士

と
共
に
６
日
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
、
企
業
の
総

務
・
人
事
担
当
者
向
け
セ
ミ
ナ

ー
を
行
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
外
国
人
労

働
者
を
雇
う
た
め
に
は
ど
う
い

っ
た
ビ
ザ
が
必
要
か
、
ビ
ザ
取

得
手
続
き
ま
で
に
企
業
側
で
行

う
こ
と
と
は
何
か
、
雇
用
後
は

ど
う
い
っ
た
こ
と
を
行
う
必
要

が
あ
る
か
な
ど
が
解
説
さ
れ
、

出
席
者
た
ち
が
熱
心
に
聴
講
し

た
。

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
は
「
企

業
担
当
者
が
、
必
要
と
し
て
い

る
ビ
ザ
に
関
す
る
知
識
を
ま
と

め
て
受
け
ら
れ
る
機
会
が
少
な

い
た
め
、
参
加
者
か
ら
は
大
変

役
に
立
っ
た
と
い
う
声
が
あ
り

嬉
し
い
。
今
回
参
加
で
き
な
か

っ
た
企
業
も
、
ビ
ザ
に
対
し
て

不
安
な
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
気
軽
に
相
談
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
24
日

(

木
）
午
後
７
時
か
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
ラ
ボ
（
８
番
街
５
４
５
番

地
で
第
57
回
月
次
定
例
会
を
開

催
す
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
が
難
し
い

と
言
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
、
２

０
０
７
年
Ｎ
Ｙ
に
一
店
舗
目
を

構
え
て
か
ら
現
在
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
含
め
全
米
８
店
舗
、
今
年

更
な
る
店
舗
展
開
を
進
め
る

G
o!G

o!

カ
レ
ー
。
10
月
の
月
例

会
は
現
在
米
国
代
表
を
務
め
る

大
森
智
子
さ
ん
が
、
立
上
げ
か

ら
現
在
ま
で
の
経
営
方
法
に
つ

い
て
話
す
。
店
舗
展
開
を
成
功

さ
せ
た
運
営
プ
ロ
セ
ス
の
標
準

化
、
従
業
員
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
保
っ
て
働
き
続
け
て
も
ら

う
た
め
の
人
材
評
価
制
度
の
確

立
、
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
の
設
定
等
。

自
ら
が
全
米
を
飛
び
回
っ
て
従

業
員
全
員
に
目
を
く
ば
り
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
育
て
な
が
ら
、
今
後

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
化
を
進
め

て
い
く
計
画
に
つ
い
て
も
話

す
。
大
森
さ
ん
は
石
川
県
出
身
。

参
加
費
用
は
社
会
人
15
ド
ル
、

学
生
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ボ
会
員

10

ド

ル

。

参

加

申

し

込

み

w
w
w
.facebook.com

/even
ts/849616312100843/

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

n
y
m

b
a
n
o
k
a
i

@
gm

ail.com

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

ゴ
ー
ゴ
ー
カ
レ
ー

大
森
社
長
語
る

https://michaeldunnlaw.com
http://www.terailaw.com
http://villagewellusa.com
http://saitama-shintoshin.or.jp
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://rblpartners.com/
http://www.rostamilaw.com
http://www.nikkeius.com
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不
動
産
仲
介
業
の
ス
ト
リ
ー
ト

イ
ー
ジ
ー
社
は
、
８
日
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
物
件
探
し
を
す
る
際
の

最
低
必
要
予
算
は
２
７
０
０
ド

ル
、
と
い
う
分
析
結
果
を
ま
と
め

た
。ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
平
均
年
収

が
５
万
７
７
８
２
ド
ル
（
２
０
１

７
年
国
勢
調
査
）
。

家
賃
は
年
収

の
25
％
前
後
が
適
正
と
言
わ
れ
て

お
り
、
２
７
０
０
ド
ル
と
い
う
の

は
、
そ
の
年
収
に
対
す
る
適
正
家

賃
の
ほ
ぼ
２
倍
に
相
当
。
こ
の
分

析
結
果
は
手
頃
な
価
格
帯
で
の
物

件
探
し
の
難
し
さ
を
示
唆
し
て
い

る
。同

社
分
析
に
よ
る
と
、
物
件
検

索
の
際
、
多
く
の
人
は
予
算
に
関

係
な
く
約
10
〜
11
の
物
件
に
絞
り

込
む
傾
向
が
あ
る
と
の
こ
と
。
ま

た
、
例
え
ば
、
最
初
に
２
０
０
０

ド
ル
の
予
算
で
探
し
始
め
る
と
、

検
索
の
過
程
で
よ
り
高
価
な
物
件

を
見
る
傾
向
が
あ
り
、
４
０
０
０

ド
ル
で
検
索
を
す
る
と
、
よ
り
安

価
な
物
件
を
見
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
も
分
か
っ
た
。

（
帯
）

木枯らしの季節はもうすぐ。寒くなる前
に暖炉やヒーターの煙突の点検は毎年したい。
音も匂いもしない一酸化炭素は台所のガズ漏
れ並みに危険。寝ている間に死亡する。暖炉
のある居間、子供部屋、寝室、ボイラーのあ
る地下室に各１個の一酸化炭素探知機を設置
しておくと安心だ。コンセントに差し込むタ
イプで停電になっても電池がバックアップす
る。メーターで一酸化炭素の濃度を敏感に表
示。数字が15以上になったら危険。窓を開け
てすぐ業者に相談を。
Kidde KN-copp-3 Nighthawk Plug in
Carbon Monoxide Alarm with Battry
Backup $26.98
www.amazon.com

一酸化炭素中毒を防ぐ必需品

い
、
す
ぐ
に
入
居
で
き
る
物
件
が
あ
る
と
助
か
る
と

い
う
人
は
、
意
外
と
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

写
真
の
部
屋
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
部
、
グ

ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
徒
歩
５
分
に
あ
る
集
合

住
宅
。
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
南
側
、
マ
レ
ー
ヒ
ル
と

呼
ば
れ
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
一
番

近
い
閑
静
な
都
会
の
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
小
売

店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
近
く
に
あ
り
、
日
系
食
料
品
店

数
店
も
徒
歩
圏
内
。
マ
ジ
ソ
ン
街
と
パ
ー
ク
街
の
間

に
建
っ
て
い
る
ビ
ル
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
で
も
一

等
地
の
グ
ル
ー
プ
に
入
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

ス
タ
ジ
オ
だ
が
小
さ
い
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が
あ
り
、

リ
ビ
ン
グ
と
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が
分
か
れ
て
い
る
。
シ

ン
プ
ル
で
セ
ン
ス
の
良
い
家
具
、
食
器
な
ど
が
す
べ

て
て
付
い
て
い
て
そ
の
ま
ま
入
居
す
る
こ
と
が
で
き

る
状
態
。
家
賃
は
、
月
額
２
９
９
５
ド
ル
。
駐
在
な

ど
で
の
一
時
滞
在
者
に
と
っ
て
は
、
３
０
０
０
ド
ル

以
内
の
予
算
に
お
さ
ま
る
ベ
ス
ト
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

物
件
か
も
し
れ
な
い
。
す
ぐ
に
入
れ
る
と
い
う
の
が

い
い
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６
８
５
・
７

５
５
２
、
Ｅ
メ
ー
ルn

ob
u

@
sn

srealty
.com

佐
々
本
さ
ん

（
写
真
提
供
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
ア
ル
テ
ィ
ー
）

マンハッタンの手頃なワンルームにすぐ住みたい

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
街
に
小
さ
く
て
も

い
い
か
ら
ワ
ン
ル
ー
ム
タ
イ
プ
の
ス
タ
ジ
オ

を
借
り
た
い
と
思
っ
た
時
、
ど
ん
な
物
件
が

可
能
な
の
か
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
し
っ
か

り
し
て
い
て
、
環
境
も
よ
く
、
日
常
雑
貨
や

食
料
品
の
買
い
物
も
便
利
で
、
通
勤
や
休
日

の
地
下
鉄
利
用
の
便
は
ど
う
か
な
ど
い
ろ
い

ろ
考
え
て
部
屋
を
探
す
こ
と
に
な
る
。
綺
麗

で
安
全
で
、
仕
事
に
問
題
な
く
、
友
人
や
お

客
さ
ん
が
訪
ね
て
き
て
も
恥
ず
か
し
く
な

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
ア
パ
ー
ト
を
探
す

最
低
必
要
予
算
は
２
７
０
０
ド
ル
！

https://www.redacinc.com/
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http://kiku-ny.com
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Ｑ

私
（
母
親
）
の
仕
事
の
駐
在

で
４
月
に
小
２
の
娘
を
連
れ
て

来
米
し
ま
し
た
。
赴
任
期
間
は

最
長
２
年
な
の
で
、
夫
と
は
相

談
の
上
、
私
と
娘
だ
け
来
米
し
、

夫
は
仕
事
の
た
め
日
本
に
残

り
、
連
休
時
や
休
み
を
取
っ
て

年
に
３
、
４
回
来
米
し
て
く
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
月

か
ら
雇
っ
て
い
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
に
つ
い
て
で
す
。
彼
女
は

子
育
て
を
終
わ
ら
れ
た
年
配
の

日
本
人
女
性
で
、
最
初
は
い
ろ

い
ろ
学
校
の
こ
と
な
ど
教
え
て

も
ら
い
助
か
っ
た
の
で
す
が
、

だ
ん
だ
ん
と
娘
の
教
育
や
家
の

こ
と
に
口
を
出
す
よ
う
に
な
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
「
娘
の
し
つ
け
が
な
っ
て
い

な
い
」
と
怒
ら
れ
た
り
、
食
べ

物
や
勉
強
の
こ
と
を
う
る
さ
く

指
導
さ
れ
た
り
、
家
の
中
が
片

付
い
て
い
な
い
、
最
近
で
は

「
だ
ん
な
さ
ま
の
た
め
に
日
本

に
い
る
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
？
」
「
母
親
が
フ
ル
で
仕
事

す
る
の
は
子
供
が
か
わ
い
そ

う
」
な
ど
と
私
へ
の
嫌
み
に
ま

で
発
展
し
て
い
ま
す
。
彼
女
は

子
供
の
教
育
に
熱
心
だ
っ
た
よ

う
で
、
履
歴
書
に
も
「
子
供
二

人
を
有
名
大
学
に
入
れ
た
実

績
」
が
あ
り
、
し
か
し
私
は
考

え
方
も
違
い
ま
す
し
、
彼
女
の

言
動
で
不
快
な
思
い
を
し
て
い

る
状
況
で
す
。
新
し
い
人
を
見

つ
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
母
）

Ａ

結
論
か
ら
申
し
上
げ
ま
す

と
、
は
い
、
新
し
い
シ
ッ
タ
ー

さ
ん
を
す
ぐ
に
探
し
始
め
て
く

だ
さ
い
。
ア
メ
リ
カ
で
こ
の
よ

う
な
ご
相
談
は
、
日
本
人
家
庭

に
限
ら
ず
多
く
あ
る
よ
う
で

す
。
い
く
ら
そ
の
方
が
子
育
て

の
経
験
が
あ
る
か
ら
と
言
っ

て
、
良
い
シ
ッ
タ
ー
と
し
て
の

素
養
が
あ
る
か
ど
う
か
は
別
問

題
で
す
。
こ
の
方
が
他
人
の
家

庭
の
こ
と
に
首
を
突
っ
込
ん
だ

り
、
自
分
の
価
値
観
で
ご
相
談

者
を
批
判
し
た
り
す
る
の
は
全

く
不
愉
快
な
行
動
だ
と
思
い
ま

す
。
た
ぶ
ん
彼
女
は
同
じ
日
本

人
で
年
配
者
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
子
供
さ
ん
が
有
名
大

学
に
入
っ
た
こ
と
で
「
私
は
親

と
し
て
先
輩
」
「
母
親
と
し
て

の
成
功
者
」
と
い
う
感
覚
で
い

ろ
い
ろ
助
言
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
彼
女

は
娘
さ
ん
の
祖
母
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
雇
い
主
は
あ
く
ま
で

も
ご
相
談
者
。
自
分
は
「
雇
わ

れ
て
い
る
身
」
と
い
う
立
場
を

き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
彼
女
が
給
料
を
受
け
取
り

な
が
ら
も
「
面
倒
見
て
あ
げ
て

い
る
」
と
い
う
上
か
ら
目
線
な

ら
、
残
念
な
が
ら
シ
ッ
タ
ー
と

い
う
仕
事
に
は
向
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
母
様
が
娘
さ
ん
を
連
れ
て

母
子
で
来
米
さ
れ
た
の
は
、
ご

主
人
と
も
話
し
合
っ
て
合
意
さ

れ
た
上
の
こ
と
な
の
で
、
誰
か

ら
何
を
言
わ
れ
て
も
な
ん
ら
気

に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
お
母
様
が
フ
ル
で
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ

に
対
す
る
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
を

示
し
て
く
れ
る
シ
ッ
タ
ー
が
必

要
な
の
に
、
逆
に
批
判
を
さ
れ

る
な
ら
不
快
に
感
じ
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
す
。
多
く
の
ア
メ

リ
カ
の
家
庭
が
、
子
供
ら
に
は

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
接
し
、

親
に
は
共
感
を
持
っ
て
ヘ
ル
プ

や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
よ

う
な
シ
ッ
タ
ー
や
ナ
ニ
ー
を
雇

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
超
え
た
信
頼
関
係
を

築
い
て
、
家
族
の
一
員
の
よ
う

な
存
在
と
な
っ
て
い
る
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、

ご
相
談
者
へ
の
理
解
が
な
く
非

難
し
て
く
る
よ
う
な
シ
ッ
タ
ー

な
ら
ば
、
解
雇
さ
れ
て
も
何
の

問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、

日
本
で
あ
り
が
ち
な
「
子
供
が

良
い
大
学
に
入
っ
た
の
は
母
親

の
手
柄
」
的
発
想
も
、
ア
メ
リ

カ
で
は
異
様
に
捉
え
ら
れ
る
の

が
現
実
で
す
。

娘
さ
ん
は
す
で
に
小
２
な
の

で
、
あ
る
程
度
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
で
き
ま
す
。
こ
の
年
齢

の
子
供
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
好
奇

心
レ
ベ
ル
が
高
く
、
遊
ん
だ
り

知
的
な
情
報
の
吸
収
を
し
た
り

様
々
な
活
動
を
し
た
が
り
ま

す
。
彼
女
の
相
手
に
な
れ
る
ぐ

ら
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
方

で
、
習
い
事
へ
の
送
り
迎
え
が

苦
に
な
ら
な
い
方
、
例
え
ば
子

供
は
い
な
く
て
も
小
学
校
教
育

を
専
攻
し
て
い
る
大
学
生
や
、

子
供
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
や
ク
ラ

ス
な
ど
を
指
導
し
た
経
験
の
あ

る
方
な
ど
が
最
適
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を

し
た
り
、
宿
題
を
一
緒
に
見
て

も
ら
う
と
い
う
条
件
を
つ
け
て

も
い
い
で
す
ね
。

ま
た
、
交
渉
次
第
で
例
え
ば

シ
ッ
タ
ー
で
も
少
し
家
事
を
や

っ
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
も
あ

り
ま
す
。
時
間
に
正
確
か
、
責

任
感
が
あ
る
か
、
信
用
で
き
る

人
か
、
子
供
が
好
き
で
娘
さ
ん

と
ど
う
関
わ
り
を
持
た
れ
る

か
、
ま
た
親
子
と
も
性
格
が
あ

う
か
な
ど
を
判
断
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
雇
用
者
＆
雇
用
さ
れ

る
側
と
い
う
基
本
関
係
や
立
場

を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
重
要

で
す
。本欄への相談は

●NY日本人教育審議会
教育文化交流センター
Tel: 914-305-2411
Fax: 914-921-0393
info@jec-ny.org

●コメット
www.faminet.net/komet  

現地教育コンサルタント
コメット代表

高橋純子相談員（M.S.,CCC-SLP）

ベビーシッターを解雇したい

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
教
育
委
員

会
は
９
月
24
日
、
同
市
公
立
校

の
今
年
の
冬
休
み
を
通
年
よ
り

１
日
多
く
設
定
す
る
こ
と
発
表

し
た
。

通
年
の
終
業
日
は
12
月
23
日

だ
が
、
今
年
は
23
日
が
月
曜
日

の
た
め
、
冬
休
み
を
23
日
か
ら

に
決
定
し
た
。
年
明
け
の
新
学

期
は
１
月
２
日
か
ら
始
ま
る
。

今
年
度
の
同
市
公
立
校
の
登
校

日
数
は
、
１
年
間
で
１
８
０
日

と
な
る
。
日
本
の
文
部
科
学
省

の
２
０
１
８
年
度
計
画
に
よ
る

と
、
日
本
の
公
立
校
の
授
業
日

数
は
、
小
学
校
、
中
学
校
共
に

１
９
６
〜
２
０
５
日
が
最
も
多

く
、
２
０
６
日
以
上
も
増
加
し

て
い
る
と
い
う
。

今
年
の
冬
休
み
１
日
多
い

Ｎ
Ｙ
市
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

New York Parking Meter Story ©Ryoichi Miura  2019 

短期集中連載えほん「ぼくめいた」6

■前号までのあらすじ
一生懸命働いているボクたちの前に、突然現われ

たのが彼女だった。学校の自由研究のテーマにメ
ーターがどれだけ正確なのか、メーターの時間を
調べはじめたのさ。正直いってあせったよ。

最近、時計の針が進んだり、遅れたりすることが結構多くなったからね。

ほかのみんなも結構同じ悩みを抱えているようなんだ。

なにしろ長年、こずかれたり、ぶつかられたりしている間に

メーターが狂ってきているってこともあるからね。

でも、それにしても、この女の子、

どうしてこんなことをするんだろう？                　　　 （次号につづく）

Recently, our times are ahead or behind;

it happens quite often.

My meter buddies worry about the same issue.

After all, we've been around a long time, 

so after getting pushed and hit,us meters begin to malfunction.

That being said, 

I wonder why this girl chose this assignment?     

(to be continued)

https://www.hondag.com
http://kadotains.com/
https://www.iace-usa.com
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Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会

議
）
京
都
大
会
の
二
日
目
、
開

会
式
及
び
隈
研
吾
氏
に
よ
る
基

調
講
演
の
後
、
プ
レ
ナ
リ
ー
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
「
博
物
館
に
よ
る

持
続
可
能
な
未
来
の
共
創

（C
u
ratin

g
Su
stain

able
F
u
tu
res

T
h
rou
g
h

M
useum

s

）」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連

持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト

（

U
n
ited

N
ation

s
Sustainable

D
evelopm

ent
Su
m
m
it

）
で
採
択
さ
れ
た

「
持

続

可

能

な

開

発

目

標

（

T
h
e

Su
stain

able
D
evelopm

entG
oals；

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
」
に
17
の
目
標
と
１
６

９
の
達
成
基
準
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で

し
ょ
う
。
実
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
し
て
い
ち
早
く
議
論
を
始
め

た
の
は
、
科
学
系
博
物
館
で
し

た
。
１
９
９
６
年
に
発
足
し
た

世
界
科
学
館
会
議
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
と
同
じ
く
３
年
ご
と
に
開
催

し
て
お
り
、
２
０
１
４
年
３
月

に
世
界
科
学
館
サ
ミ
ッ
ト

（Scien
ce
C
en
tre
W
orld

Sum
m
it；
SC
W
S

）
と
名
称

変
更
し
て
ベ
ル
ギ
ー
の
メ
ヘ
レ

ン
市
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
世

界
科
学
館
サ
ミ
ッ
ト
で
、
よ
り

よ
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
の
市

民
参
加
を
促
す
た
め
に
、
世
界

中
の
科
学
館
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ

ー
が
行
動
す
る
べ
き
指
針
「
メ

ヘ
レ
ン
宣
言
（M

ech
elen

D
eclaration

）
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
同
宣
言
で
は
、
翌
年
に

発
表
予
定
の
持
続
可
能
開
発
目

標
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
も
言
及

し
て
お
り
、
ま
さ
に
科
学
系
博

物
館
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
結
び
つ

け
る
最
初
の
国
際
文
書
と
あ
っ

た
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
は
、
２
０
１
８
年

９
月
に
持
続
可
能
性
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（W

orkin
g

G
roup

on
Sustainability

）
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

立
ち
上
げ
た
理
由
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
及
び
パ
リ
協
定
（
２
０
１
５

年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
２
０
２

０
年
以
降
の
気
候
変
動
問
題
に

関
す
る
国
際
的
な
枠
組
）
に
よ

っ
て
提
起
さ
れ
た
持
続
可
能
性

の
課
題
に
博
物
館
関
係
者
と
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
か
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
全
体
の

問
題
と
し
て
捉
え
て
い
こ
う
と

考
え
た
た
め
で
す
。

プ
レ
ナ
リ
ー
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
２
０
１
７
年
11
月
に
東

京
で
世
界
科
学
館
サ
ミ
ッ
ト
を

主
催
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

向
け
科
学
館
が
活
動
を
推
進
し

て
い
く
た
め
の
行
動
指
針
「
東

京
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
（T

oky
o

Protocol

）
」
を
ま
と
め
た
日

本
科
学
未
来
館
の
毛
利
衛
館
長

が
登
壇
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現

の
た
め
に
はG

lobalw
isdom

が
必
要
で
あ
り
、
博
物
館
の
よ

り
広
範
な
「
つ
な
が
り
」
に
よ

っ
て
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
午
後
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
開
催
さ
れ
、
各
自
が
所

属
す
る
博
物
館
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
技
を
生
か
し
て
持
続
可
能

な
発
展
や
健
全
な
地
球
環
境
の

実
現
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き

る
か
を
議
論
し
ま
し
た
。

な
お
、
メ
イ
ン
会
場
の
国
立

京
都
国
際
会
館
は
、
１
９
９
７

年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回

気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会

議
（T

hird
session

of
the

C
on
feren

ce
of

th
e

Parties

、
い
わ
ゆ
るC

O
P3

）

で
京
都
議
定
書
（K

y
oto

Protocol

）
が
採
択
さ
れ
た
場

所
で
あ
り
、
ま
さ
に
持
続
可
能

な
未
来
を
議
論
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
場
所
で
あ
っ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
残
念
だ
っ
た
の

は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
提
供
で
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
が
配
ら
れ
ま

し
た
が
、
も
っ
と
地
球
に
や
さ

し
い
水
の
配
り
方
が
で
き
れ
ば

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第329回

ICOM京都大会
開催（その5）

ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

い
よ
い

よ
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
季
節
も
近

づ
き
、
２
０
１
９
年
も
集
大
成

の
シ
ー
ズ
ン
に
移
り
行
く
今
日

こ
の
頃
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
東
京
は

10
月
と
い
う
の
に
「
最
後
の
真

夏
日
」
と
の
こ
と
で
、
30
度
超

え
の
日
が
未
だ
あ
り
、
秋
は
ど

こ
？

と
い
う
感
じ
で
す
。
大

袈
裟
に
言
え
ば
、
東
京
は
１
年

の
３
分
の
２
は
夏
の
気
が
し
ま

す
。
Ｎ
Ｙ
＆
Ｎ
Ｊ
エ
リ
ア
に
お

住
ま
い
で
す
と
、
気
温
30
度
な

ど
大
し
た
こ
と
な
い
と
思
わ
れ

る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
東
京
都
内
の
湿
気
が
加

わ
れ
ば
そ
れ
は
キ
ラ
ー
な
の
で

す
。
こ
こ
２
年
ぐ
ら
い
夏
場
に

一
時
帰
国
さ
れ
た
方
は
実
感
さ

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
す
み
ま
せ
ん
、
そ
ん
な
愚

痴
は
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

と
に
か
く
お
伝
え
し
た
い
の
は

ま
だ
東
京
は
未
だ
に
暑
く
て
、

今
頃
は
葉
っ
ぱ
の
色
も
変
わ
り

始
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
米
国

東
部
の
美
し
い
秋
が
恋
し
い
！

と
い
う
こ
と
で
す
（
笑
）
、
ご

容
赦
。

さ
て
、
今
月
の
魅
惑
の
旧
街

道
を
行
く
シ
リ
ー
ズ
の
シ
ー
ズ

ン
③
第
７
話
は
、
ア
リ
ゾ
ナ
州

キ
ン
グ
マ
ン
つ
い
て
お
伝
え
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
キ
ン
グ
マ

ン
の
街
は
過
去
、
シ
リ
ー
ズ
①

で
ア
リ
ゾ
ナ
州
ル
ー
ト
66
を
通

過
す
る
際
に
触
れ
て
い
ま
す

し
、
シ
リ
ー
ズ
②
で
も
博
物
館

を
ベ
ス
ト
10
に
組
み
込
ん
で
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
敢
え
て

再
々
度
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
扱
う

理
由
と
し
て
は
、
や
は
り
キ
ン

グ
マ
ン
と
い
う
場
所
は
ル
ー
ト

66
を
語
る
上
で
本
当
に
重
要
な

西
部
の
拠
点
だ
か
ら
で
す
。

「
ル
ー
ト
66
は
長
す
ぎ
て
ど
こ

か
ら
行
っ
た
ら
良
い
か
分
か
ら

な
い
！
」
、
そ
の
よ
う
な
方
は

ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
飛
ん

で
カ
ジ
ノ
と
一
緒
に
古
き
良
き

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
触
れ
て
み

る
の
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

キ
ン
グ
マ
ン
は
、
米
国
ア
リ

ゾ
ナ
州
モ
ハ
ー
ベ
郡
の
市
と
郡

庁
所
在
地
で
も
あ
り
、
昨
年
の

国
勢
調
査
で
は
人
口
約
３
万
人

と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
は
近
郊
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
加
え
る
と
約
５
万
人
弱
で

す
。
上
記
で
も
お
伝
え
し
た
観

光
し
や
す
い
利
点
の
一
つ
は
、

キ
ン
グ
マ
ン
は
ネ
バ
ダ
州
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
南
東
約
１
０
５
マ
イ

ル
（
１
６
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
キ
ン
グ
マ
ン
に

行
く
に
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
か
ら

国
道
93
号
線
を
ひ
た
す
ら
南
に

向
か
っ
て
走
る
の
み
で
、
車
で

の
所
要
時
間
は
２
時
間
程
度
で

す
。
途
中
に
は
コ
ロ
ラ
ド
河
を

渡
る
、
か
の
有
名
な
フ
ー
バ
ー

ダ
ム
も
あ
り
、
中
々
ル
ー
ト
66

に
興
味
を
示
し
て
く
れ
な
い
パ

ー
ト
ナ
ー
や
お
子
さ
ん
を
引
き

ず
っ
て
連
れ
て
い
く
？

時
も
、

オ
プ
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
は
良
い

理
由
と
な
り
ま
す
。
筆
者
も
過

去
何
十
回
、
何
百
回
と
、
こ
の

キ
ン
グ
マ
ン
〜
ラ
ス
ベ
ガ
ス
間

を
往
復
し
て
い
ま
す
が
、
文
字

通
り
一
本
道
で
ひ
た
す
ら
同
じ

景
色
が
続
く
の
で
、
つ
い
ア
ク

セ
ル
を
踏
み
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
。
ポ
リ
ス
も
結
構
う
ろ
う
ろ

し
て
い
る
の
で
制
限
速
度
は
守

る
よ
う
予
め
お
伝
え
し
て
お
き

ま
す
。
（
筆
者
の
過
去
経
験
は

秘
密
で
す
）
そ
の
国
道
93
号
線

は
キ
ン
グ
マ
ン
の
街
に
入
る
と

ビ
ー
ル
通
り
（B

eale
Street

）

と
い
う
名
が
付
き
、
「
パ
ワ
ー

ハ
ウ
ス
博
物
館
＆
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
」
の
あ
る
交
差
点
で
ル

ー
ト
66
と
交
わ
る
わ
け
で
す
。

A
ndy

D
evine

D
rive

（
ア

ン
デ
ィ
・
デ
ヴ
ィ
ー
ン
通
り
）

と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ト
66
は
街
を

南
北
に
通
る
幹
線
で
、
お
お
よ

そ
殆
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
こ

の
通
り
沿
い
に
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
パ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
博
物
館
＆
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
は
街
の
中

心
的
ア
イ
コ
ン
で
、
ル
ー
ト
66

の
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

米
国
車
社
会
の
発
展
を
担
っ
て

き
た
各
時
代
の
自
動
車
の
展
示

等
の
常
時
展
に
加
え
特
別
展
も

開
催
し
、
何
度
訪
れ
て
も
飽
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
世
界
中
か
ら

の
ビ
ジ
タ
ー
が
多
い
こ
の
博
物

館
は
世
界
６
、
７
か
国
語
の
パ

ン
フ
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
日
本
語
版
は
筆
者
が
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
プ
チ
自
慢
で
恐
縮
で
す
、
笑
）

と
こ
ろ
で
、
キ
ン
グ
マ
ン
関

連
で
ご
紹
介
し
た
い
こ
と
が
二

つ
ほ
ど
。
筆
者
も
運
営
に
関
わ

っ
て
い
る
「
ル
ー
ト
66
日
本
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
に
、
早
い

段
階
か
ら
惜
し
み
な
い
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
く
れ
て
い
る
プ
ロ
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
茂
村
泰
彦
氏

が
、
10
月
５
日
、D

ian
a's

C
ellar

D
oor

で
ラ
イ
ブ
を
行

い
ま
し
た
！

本
当
は
先
月
こ

の
紙
面
上
で
ご
紹
介
し
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が

上
手
く
い
か
ず
事
後
報
告
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（
事
前

に
日
本
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
見
て
く
れ
て
た

方
い
る
か
な
〜
？
笑
）
。
現
地

か
ら
の
報
告
で
は
、
そ
の
前
夜

に
は
「F

irst
F
riday

」
イ
ベ

ン
ト
で
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
地
区
で

の
飛
び
入
り
ラ
イ
ブ
に
も
参
加

し
た
模
様
。
近
年
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
定
例
懇
親
会
で
は
、

必
ず
そ
の
美
声
と
コ
ミ
カ
ル
な

ト
ー
ク
で
私
た
ち
を
魅
了
し
続

け
て
く
れ
る
通
称
「
シ
ゲ
さ

ん
」
、
今
年
の
キ
ン
グ
マ
ン
で

の
ラ
イ
ブ
を
皮
切
り
に
世
界
中

に
そ
の
名
を
轟
か
せ
る
お
手
伝

い
を
し
た
い
と
筆
者
は
勝
手
に

企
て
て
い
る
の
で
す
が
。

そ
し
て
キ
ン
グ
マ
ン
と
言
え

ば

、

ジ

ム

・

ヒ

ン

ク

リ

ー

（Jim
H
inckley

）
氏
を
忘
れ

る
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
ジ

ム
さ
ん
は
、
彼
の
心
は
ル
ー
ト

66
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
南
西
部

と
共
に
あ
り
！

と
ば
か
り
に

最
愛
の
ジ
ュ
デ
ィ
さ
ん
と
共
に

キ
ン
グ
マ
ン
に
長
く
住
み
、
多

方
面
で
精
力
的
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
彼
の
肩
書
は
山
ほ

ど
あ
り
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て

も
そ
の
豊
富
な
知
識
に
裏
付
け

さ
れ
た
歴
史
家
と
し
て
の
一

面
、
そ
し
て
「
ル
ー
ト
66
百
科

事
典
」
「
ル
ー
ト
66
、
ゴ
ー
ス

ト
タ
ウ
ン
」
「
ル
ー
ト
66
裏
道

ガ
イ
ド
」
「
ル
ー
ト
66
で
す
る

べ
き
１
０
０
の
事
柄
」
に
代
表

さ
れ
る
沢
山
の
書
物
の
著
者
と

し
て
の
一
面
で
し
ょ
う
か
。
数

年
前
に
最
初
に
会
っ
た
時
以
来

良
い
親
交
が
保
て
、
い
つ
も
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
を
気

遣
っ
て
く
れ
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
く
れ
ま
す
。
キ
ン
グ
マ

ン
を
中
心
に
、
ル
ー
ト
66
で
ジ

ム
さ
ん
の
知
ら
な
い
場
所
は
あ

り
ま
せ
ん
。
予
定
が
合
え
ば

「
裏
道
ツ
ア
ー
」
や
、
キ
ン
グ

マ
ン
地
域
の
歴
史
を
辿
る
ツ
ア

ー
も
快
く
受
け
て
く
れ
ま
す
。

も
し
興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
し

た
ら
ぜ
ひ
筆
者
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
、
ジ
ム
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
よ
！

そ
れ
で
は
ま
た

来
月
お
目
に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
　
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協

会
ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
、
写
真
も
）

T RAVE LT RAVE L
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」
を
フ
ォ
ー
カ
ス

そ
の
７：

西
部
の
重
要
拠
点
ア
リ
ゾ
ナ
州
キ
ン
グ
マ
ン

スピーチする毛利館長

http://www.at-newyork.com/
http://kkobo.com/
https://www.amnet.jp/
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ヨ
ガ
の
ク
ラ
ス
の
最
後
に
必

ずSavasana

（
死
体
の
ポ
ー

ズ
）
を
し
ま
す
。
死
体
と
い
う

の
は
、
肉
体
が
動
か
な
く
な
っ

て
魂
に
な
っ
た
状
態
で
す
が
、

痛
み
や
不
具
合
と
い
っ
た
身
体

の
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
悩

み
や
苦
し
み
、
そ
し
て
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
か
ら
も
解
放
さ

れ
て
、
（
ヨ
ガ
的
に
）
完
全
に

自
由
な
状
態
に
な
る
わ
け
で
、

そ
れ
をSavasana

で
再
現
し

ま
す
。

医
学
的
に
言
う
と
、
ヨ
ガ
の

ポ
ー
ズ
を
や
っ
て
身
体
を
伸
ば

し
て
広
げ
て
い
く
と
硬
く
な
っ

て
い
た
血
管
も
広
が
り
血
流
も

リ
ン
パ
の
流
れ
も
よ
く
な
り
、

今
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
い
た
老
廃

物
を
解
毒
し
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
こ
で
休
ま
な
い
で
動
き
続
け

る
と
、
身
体
は
解
毒
に
集
中
し

た
い
の
に
動
く
方
に
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
配
給
し
な
け
れ
ば
い
け

な
く
な
り
、
解
毒
が
中
途
半
端

に
な
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
最
後

のSavasana

は
身
体
を
休
ま

せ
解
毒
に
集
中
さ
せ
る
た
め
な

の
で
す
。
そ
し
て
生
ま
れ
変
わ

っ
た
よ
う
に
、
身
体
も
心
も
す

っ
き
り
す
る
わ
け
で
す
。
解
毒

を
し
な
い
と
身
体
も
心
も
引
き

締
ま
り
ま
せ
ん
。

V
irabhadrasana

I

戦
士
の

ポ
ー
ズ
１

ヨ
ガ
の
代
表
的
な
ポ
ー
ズ
な
の

で
よ
く
見
か
け
る
で
し
ょ
う
。

ま
ず
下
半
身
。
脚
を
前
後
に
開

い
て
安
定
す
る
こ
と
。
前
の
脚

の
ふ
く
ら
は
ぎ
と
太
腿
が
90
度

に
な
る
こ
と
。
90
度
に
し
な
が

ら
後
の
足
の
踵
も
し
っ
か
り
床

に
つ
い
て
い
る
こ
と
。
下
半
身

が
安
定
し
て
く
る
と
上
半
身
は

す
っ
き
り
伸
び
て
き
ま
す
。
さ

ら
に
腕
を
使
っ
て
胸
を
引
き
上

げ
首
も
綺
麗
に
伸
ば
し
ま
す
。

ど
の
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
も
身
体
全

体
を
使
い
ま
す
が
、
こ
の
ポ
ー

ズ
は
初
心
者
で
も
全
身
使
っ
た

感
が
あ
り
ま
す
。

（
初
心
者
用
）

●
手
を
腰
に
置
い
て
足
を
腰
幅

に
開
い
て
立
ち
、
右
足
を
前
に

左
足
を
後
に
、
脚
を
前
後
に
開

い
て
た
つ
。
骨
盤
の
向
き
は
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
。

●
上
半
身
を
垂
直
に
し
た
ま
ま

前
の
右
脚
を
、
ふ
く
ら
は
ぎ
と

太
腿
が
90
度
に
な
る
ま
で
曲
げ

る
。

●
後
の
足
の
踵
を
全
部
床
に
着

け
、
お
尻
が
上
が
ら
な
い
よ
う

に
、
後
脚
の
太
も
も
を
し
っ
か

り
伸
ば
す
。

●
両
腕
を
肩
の
高
さ
に
広
げ
、

胸
を
引
き
上
げ
る
よ
う
に
天
井

に
向
か
っ
て
手
を
伸
ば
す
。

ス
パ
ド
ー
ニ
ゆ
か
り

（
米
国

公
認
Ｒ
Ｙ
Ｔ
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）：

さ
ま
ざ
ま
な
不
調

を
か
か
え
て
い
た
の
が
、
劇
的

に
健
康
に
な
っ
た
こ
と
で
ヨ
ガ

に
は
ま
る
。
ア
イ
ア
ン
ガ
ー
ヨ

ガ
の
Ｔ
Ｔ
修
了
。
２
０
０
６
年

か
ら
教
え
始
め
、
身
体
に
正
し

い
姿
勢
と
動
き
を
躾
け
て
い

く
、
し
っ
か
り
「
効
く
！
ヨ
ガ
」

と
し
て
評
判
。

ヨ
ガ
を
や
る
と
身
体
が
締
ま
る
わ
け

７
13

https://nymtc.com/
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ローカル

スクランブル

Queens & LI

氷
の
彫
刻
で
知
ら
れ
る
ア

ス
ト
リ
ア
の
オ
カ
モ
ト
ス
タ

ジ
オ
（
岡
本
慎
太
郎
代
表
）

は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ

ィ
ー
用
の
光
る
「
フ
ァ
ン
リ

ュ
ー
ジ
ュ
」
を
販
売
中
。

同
社
の
リ
ュ
ー
ジ
ュ
は
、

氷
で
作
っ
た
容
器
の
上
か
ら

飲
物
を
注
ぎ
、
中
に
あ
る
パ

イ
プ
を
通
じ
て
グ
ラ
ス
で
受

け
る
形
式
。
氷
の
彫
刻
を
見

て
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
ワ

イ
ン
や
ジ
ュ
ー
ス
を
注
ぎ
あ

っ
て
楽
し
め
る
グ
ッ
ズ
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
間

で
も
人
気
が
高
ま
っ
て
い

る
。ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
向
け
に
は

ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン
や

骸
骨
な
ど
７
数
種
類
（
２
２

０
ド
ル
）
か
ら
選
べ
る
。

29
日
（
火
）
ま
で
に
、
プ

ロ

モ

ー

シ

ョ

ン

コ

ー

ド

「F
A
L
L
2019

」
を
入
力
し

て
注
文
す
る
と
15
％
引
き
に

な
る
。
注
文
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

トw
w
w
.fu
n
-

luge.com

を
参
照
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
光
る
氷

フ
ァ
ン
リ
ュ
ー
ジ
ュ

氷
の
彫
刻
オ
カ
モ
ト
ス
タ
ジ
オ
が
販
売

（　　）内はかぼちゃ狩りができる時間
☆クイーンズ
クイーンズカンンティファーム博物館 （26日までの週末午前11時〜午後
４時30分）入場無料、かぼちゃ狩りはサイズで課金。市内唯一のとうも
ろこし畑の迷路（大人10ドル、４〜11歳は５ドル、３歳以下は無料）、お
化け屋敷（2６日午後1〜7時、4ドル）、子供の秋祭り（27日終日、20ドル）
も開催。
Queens County Farm Museum
73-50 Little Neck Pkwy., Floral Park, NY
Tel: 718-347-3276  www.queensfarm.org
☆ロングアイランド
ホワイトポスト動物農園（毎日午前10時〜午後6時、入場は5時まで）入
場料：23ドル95セント（税別）。かぼちゃ狩りはサイズで課金。バードシ
ョーや犬のショー、マジックとコメディーショーなどお楽しみがいっぱい。
ロングアイランド一の人気スポット。
White Post Animal Farm
250 Old Country Rd. Melville, NY
Tel: 631-351-9373  www.whitepostfarms.com

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
在
住
、

沖
縄
舞
踊
家
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
順
子
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
、

芸
術
活
動
の
普
及
を
図
る

「
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
タ
ウ
ン
・

ホ
ー
ル
」
（
Ｆ
Ｔ
Ｈ
＝
ノ
ー
ザ

ン
ブ
ー
ル
バ
ー
ド
１
３
７-

35

番
地
）
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
登
録
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
現

在
は
音
楽
や
舞
台
芸
術
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
芸
術
活
動
を
行

う
約
30
人
が
登
録
さ
れ
て
い

る
が
、
日
本
人
は
初
め
て
。

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト

州
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
教

育
機
関
６
０
０
０
校
と
提
携

す
る
同
ホ
ー
ル
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ア
ー
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
講
師
と
し
て
、
芸
術
活
動

の
紹
介
や
指
導
に
あ
た
る
ほ

か
、
Ｆ
Ｔ
Ｈ
内
で
の
企
画
に

も
参
加
す
る
。
年
内
に
は
Ｆ

Ｔ
Ｈ
で
「
45
分
沖
縄
舞
踊
デ

モ
（
文
化
や
歴
史
の
紹
介
）
」

が
小
学
生
対
象
に
実
施
さ
れ

る
予
定
だ
と
い
う
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
さ
ん
は
、

「
Ｆ
Ｔ
Ｈ
主
宰
の
旧
正
月
舞
台

で
中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

舞
踊
家
な
ど
が
演
じ
て
い
た

の
を
観
た
こ
と
が
あ
り
、
い

つ
か
出
演
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
自
分
の
出
番

が
回
っ
て
き
た
よ
う
で
す
」

と
喜
び
を
語
っ
て
い
る
。

Ｆ
Ｔ
Ｈ
は
１
８
６
２
年
に

当
時
流
行
し
て
い
た
ロ
マ
ネ

ス
ク
復
興
王
朝
様
式
で
建
て

ら
れ
、
軍
関
係
や
行
政
事
務

所
、
刑
務
所
な
ど
と
し
て
使

わ
れ
て
き
た
。
72
年
に
国
家

史
跡
登
録
と
な
り
、
90
年
か

ら
は
非
営
利
組
織
フ
ラ
ッ
シ

ン
グ
文
化
芸
術
教
会
（
Ｆ
Ｃ

Ｃ
Ａ
）
の
運
営
の
も
と
、
人

種
の
る
つ
ぼ
ク
イ
ー
ン
ズ
を

象
徴
す
る
よ
う
な
展
示
、
舞

台
芸
術
、
講
座
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
７
１
８
・
４
６
３
・
７
７

０
０
、
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w
w
.flu
shin

gtow
n
-

hall.org

を
参
照
。

沖
縄
舞
踊
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
順
子
さ
ん
　
Ｆ
Ｔ
Ｈ
の
指
導
芸
術
家
に

登
録
は
日
本
人
初

http://www.jwsny.org
http://ariyoshiny.com
http://www.lijcc.org/index.html
https://japaneseschool.org


本
書
は
、
女
性
、
特
に
東

京
と
そ
の
近
郊
に
暮
ら
す
単

身
女
性
と
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
貧
困
問
題
を
考
え
る
た
め

「
総
論
」
で
は
な
く
「
個
人
の

物
語
」
に
焦
点
を
当
て
て
紹

介
し
て
い
る
。
貧
困
は
、
生

れ
や
育
ち
、
家
庭
環
境
、
健

康
状
態
、
雇
用
、
政
策
や
制

度
、
個
人
や
配
偶
者
の
性
格
、

人
格
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
重
な
っ
て
起
こ
る
。
現

実
に
は
十
人
十
色
、
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
る
。
問
題
解
決
の
糸

口
を
見
つ
け
る
に
は
、
個
々

の
生
活
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ

と
で
真
実
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
し
か
な
い
と
筆
者
は
語

る
。
一
人
で
も
多
く
の
貧
困

の
物
語
が
必
要
だ
と
取
材
を

始
め
た
本
書
は
そ
の
３
年
間

の
記
録
だ
。

登
場
す
る
女
性
た
ち
は
つ

ぶ
や
く
。

「
そ
の
日
暮
ら
し
は
十
分
で
き

ま
す
。
も
っ
と
経
済
的
に
厳

し
い
人
が
い
る
の
も
十
分
承

知
は
し
て
い
ま
す
。
け
ど
、

ず
っ
と
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
で
、

な
ん
の
贅
沢
も
し
て
い
な
い

の
に
貯
金
す
ら
で
き
な
い
。

年
齢
ば
か
り
重
ね
て
、
私
は

い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
っ
て
」

筆
者
は
、
も
と
も
と
フ
リ
ー

の
風
俗
ラ
イ
タ
ー
で
、
ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
の
女
優
や
風
俗
嬢
の

取
材
、
そ
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
は

違
う
が
介
護
現
場
の
取
材
を
主

に
し
て
き
た
。
雑
誌
の
編
集
者

か
ら
「
貧
困
問
題
を
テ
ー
マ
に

取
材
し
て
い
る
の
で
す
ね
」
と

言
わ
れ
て
初
め
て
、
自
分
が

「
貧
困
」
を
テ
ー
マ
に
仕
事
を

し
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
。

こ
の
書
評
を
書
い
て
い
る

私
は
、
日
本
を
離
れ
て
も
う

随
分
と
年
月
が
過
ぎ
て
し
ま

っ
て
、
記
憶
に
あ
る
の
は
１

９
８
０
年
ま
で
の
日
本
な
の

で
、
か
れ
こ
れ
40
年
近
い
時

間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る

た
め
別
世
界
の
話
の
よ
う
に

思
え
る
。
日
本
を
離
れ
た
こ

ろ
に
生
ま
れ
た
人
が
も
う
40

歳
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。
時
代
が
ひ
と
回
り
、

ふ
た
回
り
し
て
、
世
の
中
の

構
造
や
人
々
の
生
活
感
も
随

分
と
変
わ
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
学
校
を
出
て
就

職
し
て
と
い
う
の
が
当
た
り

前
の
時
代
で
、
正
社
員
と
し

て
就
職
す
る
の
が
普
通
だ
っ

た
世
の
中
は
も
う
な
い
よ
う

だ
。
女
性
の
４
割
が
非
正
規

社
員
と
も
い
わ
れ
る
。
正
規

と
非
正
規
と
で
は
会
社
が
一

人
の
従
業
員
の
生
活
を
維
持

す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が
全
然

違
う
の
で
、
規
制
が
緩
め
ば
、

大
企
業
も
中
小
企
業
も
労
働

力
は
非
正
規
で
賄
お
う
と
す

る
。
若
者
が
生
き
づ
ら
い
国

に
な
っ
て
い
る
と
は
聞
い
て

い
た
が
、
本
書
で
展
開
さ
れ

る
個
々
の
現
実
の
壮
絶
さ
に

は
息
を
飲
む
。
高
い
賃
金
の

仕
事
に
就
け
な
い
と
い
う
の

が
最
大
の
理
由
の
よ
う
だ
。

派
遣
の
仕
事
や
非
正
規
の
雇

用
で
転
職
を
続
け
、
仕
事
の

な
い
地
方
か
ら
都
会
に
出
て

来
て
す
ぐ
に
就
け
る
仕
事
で

高
収
入
を
狙
え
る
の
は
、
昔

風
に
言
う
な
ら
「
夜
の
お
仕

事
」
と
な
る
。
男
な
ら
キ
ャ

バ
レ
ー
の
ボ
ー
イ
か
ら
バ
ー

テ
ン
、
ウ
エ
イ
タ
ー
な
ど
の

接
客
業
か
ら
行
き
着
く
先
は

ホ
ス
ト
か
、
女
な
ら
ホ
ス
テ

ス
、
販
売
員
、
風
俗
嬢
な
ど

に
流
れ
着
く
。
登
場
す
る
若

い
女
性
た
ち
が
、
高
学
歴
で
、

傍
か
ら
は
生
活
に
は
ま
っ
た

く
困
っ
て
い
そ
う
に
な
い
境

遇
の
女
性
た
ち
が
現
実
に
は

貧
困
に
喘
い
で
い
る
。
本
書

で
は
、
山
谷
の
ド
ヤ
街
に
暮

ら
す
生
活
保
護
を
受
け
た
無

職
放
浪
者
の
方
が
、
生
活
自

体
は
東
京
に
暮
ら
す
貧
困
女

子
よ
り
も
経
済
状
態
が
ま
し

な
こ
と
を
紹
介
す
る
。
最
大

の
原
因
は
、
少
子
高
齢
化
社

会
に
よ
る
産
業
構
造
の
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
的
な
変
化
だ
ろ
う
。

平
和
に
見
え
る
華
や
か
な
都

会
の
裏
の
リ
ア
ル
な
現
実
を

突
き
付
け
ら
れ
る
一
冊
。
（
三

浦
）

■私の消滅（中村文則、文春文庫）本作は２０１６年に
Bunkamura ドゥマゴ文学賞を受賞した長編ミステリー小
説の文庫版である。著者は数々の文学賞を受賞しており、
アメリカでの人気も高い。さらに本作も英訳が決定してい
る。精神科医の男を訪れた女。彼女を救うために男は彼女
の過去と戦う。■やりたいことを全部やる！メモ術（臼井
由妃、日経ビジネス人文庫）本書はメモを使って自由を手
に入れ、目標や夢を実現する方法を丁寧に解説している。
多額の負債を抱えた会社を年商23億円の優良企業へと導い
た仕事術の達人が教える、ビジネスや人生に即活用できる
ノウハウが満載。■一秒で捨てろ！人生がときめく「逆転
の整理術」（成毛眞、ＰＨＰビジネス新書）著者は書評サイ
ト「HONZ」代表を務め、週刊新潮、日経ビジネスなどに
定期寄稿もしている実業家。本書では、ビジネスパーソン
としてステップアップするために必要な、仕事、人間関係、
衣食住、お金、情報などを一秒で捨て去る方法を披露。■
正直仕事のこと考えると憂鬱すぎて眠れない。（じゅえき太
郎、東洋経済新報社）著者は第19回岡本太郎現代芸術賞入
選経験のあるイラストレーター、画家、漫画家。身近な虫
をモチーフに様々な作品を制作している。本作はリアルな
仕事の悩みあるある図鑑で、筆者の経験談や悩みの解決策
を働きアリを主人公とした４コマ漫画と共に掲載。■書けば叶う（羽賀ヒ
カル、ＳＢ Creative）どんな願い事であっても、それを叶えるとっておき
の秘訣がある。それは「願望を紙に書くこと」。しかし、それが全部叶うわ
けではない。そこにはほとんどの人が知らない「秘訣」が存在する。本書
では、「理想の人生を引き寄せる願いの書き方」から「具体的なノートの作
り方」まで、願望成就のための書く秘術を紹介。■落日（湊かなえ、角川
春樹事務所）ある日、新米脚本家の元に新進気鋭の映画監督から新作の相
談を受ける。15年前に起きた、引きこもりの男性が高校生の妹を自宅で刺
殺後、放火して両親も死に追いやった、既に判決も確定している事件を手
掛けたいという。二人の視点から交互に語られ、徐々に事件の全貌が明ら
かになる。人気ミステリー作家の書き下ろし最新作。（西口あや）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

ド
ゥ
マ
ゴ
文
学
賞
受
賞
の
長
編
ミ
ス
テ
リ
ー
。
ビ
ジ
ネ
ス
や
人
生
に
即
活
用
で
き

る
メ
モ
術
。
こ
ん
ま
り
流
整
理
術
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
活
か
す
方
法
。
リ
ア
ル
な
仕
事

悩
み
図
鑑
。
書
い
て
叶
え
る
最
強
の
願
望
成
就
法
。
湊
か
な
え
最
新
作
ミ
ス
テ
リ
ー
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

出口の見えない若者迷路

『テーブルマナーの絵本』

作：高野紀子

あすなろ書房　2011年

「
も
し
か
し
て
親
向
け
絵
本
？
」

先
に
書
い
と
き
ま
す
け
ど
、

こ
の
本
っ
て
子
供
対
象
と
い
う

よ
り
は
親
へ
の
再
教
育
も
視
野

に
入
れ
て
る
の
で
は
な
い
か

と
。
表
紙
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま

す
が
、
絵
自
体
は

や
さ
し
い
子
供
向

け
の
タ
ッ
チ
な
ん

で
す
。
で
も
中
身

の
量
、
ハ
ン
パ
な

い
で
す
よ
。
「
和

食
の
マ
ナ
ー
」
か

ら

始

ま

っ

て

、

「
洋
食
の
マ
ナ
ー
」「
外
食
の
マ

ナ
ー
」
ま
で
全
６
０
ペ
ー
ジ
。

そ
の
内
容
の
細
か
い
こ
と
。

た
と
え
ば
「
尾
頭
つ
き
の
焼

き
魚
の
食
べ
方
」
。
多
く
の
大

人
た
ち
も
知
ら
ん
で
し
ょ
、
焼

き
魚
の
正
式
な
食
べ
方
な
ん

て
。特

に
私
み
た
い
に
日
本
を
離

れ
て
20
年
以
上
経
つ

人
間
に
は
、
学
ぶ
こ

と
多
す
ぎ
。
こ
の
本

を
子
供
に
読
み
聞
か

せ
し
て
も
、
私
の
ほ

う

が

読

み

な

が

ら

「
へ
？
」
「
は
？
」
っ

て
感
心
し
っ
ぱ
な
し

な
ん
で
す
よ
ね
え
。
な
の
で
１

７
２
８
円
と
少
し
お
高
い
の
で

す
が
、
本
書
は
「
買
い
」
で
す
。

（
竹
永
浩
之
）

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

東洋経済新報社・刊

中村 淳彦・著

https://usa.kinokuniya.com/
https://www.instagram.com/takesushi.nyc/
https://crsny.org


ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
るY

ag
u

ll

は
、
神
戸
出

身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
上
坪
可
奈

と
セ
ル
ビ
ア
出
身
の
ギ
タ
リ
ス

ト
、
サ
シ
ャ
・
マ
ル
コ
ビ
ッ
ク

で
編
成
さ
れ
る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
デ
ュ
オ
ユ
ニ
ッ
ト
。
既
存

の
ジ
ャ
ン
ル
に
当
て
は
ま
ら
な

い
、
洗
練
さ
れ
た
シ
ン
プ
ル
で

魅
力
的
な
心
地
よ
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
魂
を
こ
め
て
演
奏
す
る
。

「
自
分
た
ち
の
音
楽
を
聴
い

た
人
が
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で

い
ら
れ
る
空
間
を
作
り
た
い
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
演
奏
活

動
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
彼
ら
自
身
が
常
に
自
分
自

身
に
向
き
合
い
、
様
々
な
感
情

を
体
験
す
る
こ
と
を
ゆ
る
し
、

そ
の
感
情
を
温
か
く
受
け
止
め

る
。Y

ag
u

ll

の
音
楽
を
聴
い

た
人
に
も
同
じ
よ
う
に
感
じ
て

欲
し
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
奏

で
る
音
の
一
つ
一
つ
に
込
め

る
。

Y
agull

の
こ
の
音
楽
観

は
、
違
う
形
で
彼
ら
の
経
営
す

る
「H

ugM
usic

（
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ス
ク
ー
ル
）
」
で
も
体
現

さ
れ
て
い
る
。
障
害
を
持
っ
た

子
供
達
も
含
め
た
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
を
対
象
と
す
るH

u
g

M
usic

で
は
、
可
奈
と
サ
シ
ャ

の
ス
キ
ル
と
経
験
を
活
か
し
た

音
楽
レ
ッ
ス
ン
、
ク
ラ
ス
、
そ

し
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー

（
音
楽
療
法
）
を
提
供
し
、
先

生
た
ち
は
子
ど
も
に
「
教
え
る
」

の
で
は
な
く
彼
ら
の
ワ
ク
ワ

ク
、
ド
キ
ド
キ
感
を
大
切
に
し

な
が
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出

せ
る
よ
う
に
見
守
る
。
現
在
で

は
週
に
２
０
０
人
以
上
の
生
徒

が
通
い
、
音
楽
を
通
し
て
様
々

な
事
を
学
ん
で
い
る
。

Y
ag

u
ll

は

、

最

新

作

「Y
U

N
A

」(

２
０
１
８) 

を
含

め
、
過
去
に
「F

ilm
s

」(

２
０

１
２)

、
「K

A
I

」(

２
０
１
４
）

の
３
作
品
リ
リ
ー
ス
し
て
い

る
。
前
作
品
「K

A
I

」
は
可
奈

と
サ
シ
ャ
の
初
共
同
ア
ル
バ

ム
。
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
誌
始

め
、
全
世
界
20
か
国
以
上
か
ら

素
晴
ら
し
い
評
価
を
受
け
た
。

Y
ag

u
ll

の
個
人
的
な
体
験
や

経

験

を

音

で

紡

い

だ

作

品

「Y
U

N
A

」
（
２
０
１
８
）
は
、

発
売
後
す
ぐ
に
多
数
の
評
論
を

受
け
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

中
心
に
活
動
を
続
け
て
き
た
が

日
本
を
始
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も

活
動
を
広
げ
始
め
て
い
る
。
今

年
は
４
月
に
ツ
ア
ー
を
東
京
・

神
戸
で
行
い
両
公
演
と
も
ソ
ー

ル
ド
ア
ウ
ト
。
６
月
に
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
８
月
に
セ
ル
ビ

ア
共
和
国
の
首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー

ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
国
立
博
物
館
）
で
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
、
国
営
放
送
や
セ

ル
ビ
ア
新
聞
、
ま
た
有
名
な
雑

誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
た
く
さ
ん
の
人
と
音
楽
を

通
し
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

そ
れ
が
自
分
を
受
け
入
れ
、
心

と
心
の
触
れ
合
い
を
可
能
に
す

る
か
ら
」
と
話
す
。
音
楽
活
動

を
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
教
育

者
と
し
て
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
関
わ
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

11
月
７
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
倫
理
友
の
会
の
第
19
回
年
次

総
会
で
演
奏
を
披
露
す
る
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。
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現
在
で
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
リ
ン
グ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
ス

タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
、
ラ
ウ

ン
ド
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
カ
ッ
ト
の

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
で
き
る
限
り

小
さ
く
仕
上
げ
ら
れ
た
６
本
爪

で
石
留
め
す
る
方
法
は
、
１
８

８
６
年
に
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
に
よ

っ
て
考
案
さ
れ
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ

ー
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
あ
ら

ゆ
る
方
向
か
ら
光
が
入
り
、
輝

き
と
美
し
さ
が
一
段
と
増
す
と

同
時
に
、
見
る
人
の
視
線
を
セ

ン
タ
ー
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
集

中
さ
せ
際
立
た
せ
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
。

１
９
０
２
年
、
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ル
イ
ス
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

の
息
子
で
あ
る
ル
イ
ス
・
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

(L
ouis

C
om

fort
T

iffany
)

は
、
社
内
に
ア
ー
ト
ジ
ュ
エ
リ

ー
専
門
部
門
を
創
設
し
デ
ザ
イ

ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
し

た
。
ア
ー
ト
に
造
詣
の
あ
っ
た

彼
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
だ
け
で
は
な

く
、
自
然
や
異
文
化
か
ら
デ
ザ

イ
ン
を
取
り
入
れ
、
そ
し
て
斬

新
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
エ
ナ
メ
ル

工
芸
品
を
発
表
し
て
い
く
。

26
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

政
府
は
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
が
導
入

し
て
い
る
プ
ラ
チ
ナ
の
純
度
基

準
を
、
国
の
公
式
な
基
準
値
と

し
て
認
可
す
る
ほ
ど
、
米
国
内

で
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
影
響
力
は

高
ま
っ
て
い
く
。
40
年
に
は
、

現
在
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
番
街

57
丁
目
に
移
転
し
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
上
部
に
は
時
計
を
担
ぐ
巨

神
ア
ト
ラ
ス
の
像
が
掲
げ
ら
れ

た
。
そ
し
て
１
９
７
２
年
、
テ

ィ
フ
ァ
ニ
ー
は
日
本
に
進
出
を

果
た
す
。

と
こ
ろ
で
、
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

に
は
人
気
を
支
え
て
き
た
伝
説

的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
い

る
。
そ
の
一
人
、
20
世
紀
を
代

表
す
る
ジ
ャ
ン
・
シ
ュ
ラ
ン
バ

ー

ジ

ェ

(Jean
S
ch

lu
m

berg
er)

は
１
９
０

７
年
フ
ラ
ン
ス
ア
ル
ザ
ス
の
由

緒
あ
る
テ
キ
ス
タ
イ
ル
メ
ー
カ

ー
の
一
家
に
生
ま
れ
、
の
ち
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
。
そ
の

後
56
年
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
に
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
正
式
に
加
わ
っ

た
。
ウ
イ
ッ
ト
と
好
奇
心
に
富

ん
だ
魅
力
的
な
作
品
で
知
ら

れ
、
貴
重
な
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン

の
独
特
の
色
彩
を
生
か
し
な
が

ら
自
然
の
神
秘
を
美
し
く
力
強

い
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
て
創

作
し
て
い
く
。
95
年
に
は
、

「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

イ
エ
ロ

ー

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
の
デ

ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
た
彼

の
代
表
作
と
な
る
「
バ
ー

ド

オ
ン

ア

ロ
ッ
ク
」
が

完
成
し
た
。
プ
ラ
チ
ナ
と

ゴ
ー
ル
ド
の
枠
に
ホ
ワ
イ

ト
と
イ
エ
ロ
ー
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
が
配
さ
れ
た
ボ
デ

ィ
と
ル
ビ
ー
の
目
を
持
つ
美
し

い
鳥
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
マ
ウ

ン
ト
し
た
ブ
ロ
ー
チ
だ
。
実
際

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
店
に
て
そ

の
作
品
を
鑑
賞
し
た
が
、
ま
る

で
異
次
元
か
ら
幸
せ
を
運
ん
で

来
た
鳥
が
煌
め
き
を
放
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
。津

延

美

衣

（
つ
の
べ
み

え
）
＝
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
Ｆ

Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑

定
士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等

の
知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽

し
く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼

ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美

時

間

代

表

。

ブ

ロ

グ：
http//m

ijikan.blogspot.com
/

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の

「
歴
史
と
伝
説
的
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
３

21

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
心
の
ふ
れ
あ
い

Photo: TIFFANY & Co. 

Yagull ピアニスト
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上坪 可奈さん
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https://artofhaiku.org/
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http://www.idocenter.com
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校(

児
童
生
徒
数
２
５
９

人
、
片
山
隆
校
長)

は
５
日
、

柳
家
東
三
楼
師
匠
を
招
い
た
落

語
公
演
を
行
っ
た
。
公
演
に
先

立
っ
て
紐
育
落
語
会
会
長
で
ウ

ク
レ
レ
芸
人
の
入
浴
家
¢(

セ

ン
ト)
さ
ん
が
、
自
身
の
作
曲

に
よ
る
「
寿
限
無
ジ
ャ
ズ
」
を

披
露
。
ま
た
、
¢
さ
ん
の
呼
び

か
け
で
生
徒
二
人
が
前
に
出

て
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を

重
ね
た
寿
限
無
を
ス
ラ
ス
ラ
と

暗
唱
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
着
物
姿
の

東
三
楼
師
匠
が
登
場
す
る
と
、

会
場
は
一
気
に
笑
い
の
渦
の
中

へ
。
英
語
と
日
本
語
両
方
で
語

り
か
け
る
「T

he
M
on
key

（
猿
の
小
噺)

」
か
ら
始
ま
り
、

「
寿
限
無
」
「
初
天
神
」
の
三
演

目
を
熱
演
。
特
に
子
供
た
ち
か

ら
絶
大
の
人
気
を
博
し
た
「
初

天
神
」
で
は
、
父
親
が
次
か
ら

次
へ
と
飴
を
味
見
し
た
り
、
団

子
に
つ
い
た
蜜
を
全
部
舐
め
て

し
ま
う
場
面
で
は
、
そ
の
リ
ア

ル
な
描
写
に
、
子
供
た
ち
の
は

じ
け
る
笑
い
声
が
会
場
中
に
響

き
渡
っ
た
。

そ
の
後
、
師
匠
が
、
子
供
た

ち
に
向
け
て
扇
子
や
手
拭
い
な

ど
の
小
道
具
を
使
っ
た
落
語
の

演
技
指
導
を
行
う
と
、
希
望
者

が
殺
到
。
最
後
に
は
、
全
校
生

徒
の
ほ
ぼ
全
員
が
師
匠
の
周
り

に
集
ま
り
、
真
剣
そ
の
も
の
の

表
情
で
、
蕎
麦
を
す
す
り
、
饅

頭
を
頬
張
る
演
技
に
挑
ん
だ
。

東
三
楼
師
匠
は
、
20
年
追
求

し
た
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る

落
語
を
世
界
に
広
げ
た
い
と
い

う
強
い
意
志
の
も
と
活
動
の
拠

点
を
米
国
に
移
す
た
め
８
月
に

日
本
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
移

住
し
た
ば
か
り
。
現
在
43
歳
。

「
残
り
の
半
生
を
ア
メ
リ
カ
で

英
語
で
落
語
を
や
っ
て
味
わ
い

の
あ
る
落
語
に
完
成
さ
せ
て
行

き
た
い
」
と
話
す
。
落
語
を

「R
A
K
U
G
O

」
へ
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
出
発
し
て
落
語
を

世
界
へ
広
げ
た
い
と
い
う
師
匠

の
熱
い
思
い
は
、
着
実
に
子
供

た
ち
に
も
伝
わ
っ
た
よ
う
だ
。

柳
家
東
三
楼
師
匠

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｌ
Ｉ
校
で
公
演

ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫

Ｎ
Ｙ
育
英
サ
タ
デ
ー

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ

ド
ク
リ
フ
ス
、
半
場
綾
子
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）
で
は
、
小
学
部
６

年
生
が
学
級
園
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
収
穫
を
行
っ
た
。

学
級
園
で
の
植
物
の
栽
培

は
、
理
科
の
授
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。
４
月
に
種

イ
モ
を
植
え
、
約
５
か
月
に
渡

り
生
長
を
見
守
っ
て
き
た
。
収

穫
の
時
期
を
迎
え
、
子
供
た
ち

は
土
の
中
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
に
慎
重
に
掘

り
出
し
た
。
地
中
深
く
に
実
っ

た
も
の
を
見
つ
け
、
掘
り
出
し

物
を
喜
ぶ
姿
も
あ
っ
た
。
そ
の

後
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
洗
い
、
薄
く

切
っ
て
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
に
仕

上
げ
た
。
イ
モ
を
洗
っ
た
り
、

包
丁
で
切
っ
た
り
味
付
け
を
し

た
り
し
て
、
調
理
の
過
程
を
楽

し
ん
で
い
た
。
出
来
立
て
を
食

べ
た
子
供
た
ち
は
、
「
お
い
し

い
！
」
「
最
高
！
」
と
満
足
げ

で
あ
っ
た
。
自
分
た
ち
が
育
て

た
作
物
を
調
理
し
味
わ
っ
た
こ

と
で
、
生
産
者
の
気
持
ち
や
食

べ
物
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
っ
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
工
藤
英
治
校
長
）

継
承
日
本
語
コ
ー
ス
４
の
生
徒

た
ち
が
、
６
時
間
授
業
日
と
な

っ
た
９
月
28
日
午
後
、
同
市
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
に
あ
る
日
本
グ
ッ

ズ
店
「rikum

o

」
を
社
会
見

学
に
訪
れ
た
。

「
秋
の
文
化
ま
つ
り
」
に
伴

う
テ
ー
マ
学
習
（
日
本
の
伝
統

工
芸
）
の
一
環
で
、
内
装
建
築

家
だ
っ
た
と
い
う
日
本
人
オ
ー

ナ
ー
夫
妻
自
ら
の
設
計
に
よ
る

モ
ダ
ン
で
落
ち
着
い
た
店
内
に

整
然
と
陳
列
さ
れ
た
日
本
の
美

と
技
術
を
堪
能
し
た
。

店
内
を
自
由
に
見
て
ま
わ
っ

た
後
、
ご
主
人
の
森
畑
一
幸
さ

ん
か
ら
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
山

中
漆
器
、
紀
州
備
長
炭
な
ど
の

優
れ
た
日
本
製
品
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
熱
心
に
見
学
を

終
え
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
「
伝

統
を
新
し
い
用
途
や
デ
ザ
イ
ン

で
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
に
心
を
動
か
さ
れ

た
」
「
炭
で
水
を
綺
麗
に
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
驚
い
た
」

「
日
本
の
モ
ノ
は
と
て
も
か
っ

こ
よ
か
っ
た
！
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。

生
徒
た
ち
は
10
月
中
の
授
業

を
通
じ
て
さ
ら
に
学
習
を
深

め
、
11
月
は
じ
め
に
行
わ
れ
る

「
文
化
ま
つ
り
」
で
見
学
の
ま

と
め
を
発
表
す
る
予
定
だ
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

物
づ
く
り
見
学

落
語
の
師
匠
と
と
も
に

そ
ば
を
す
す
る
演
技
に
挑

む
生
徒
代
表
。

http://www.jwsny.org
http://ze-edu.com
http://asunarokokusai.blogspot.com
http://www.seido.com
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Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
部
門
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ

フ
ス
、
加
藤
義
隆
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
）
で
は
「
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
観

戦
ツ
ア
ー
」
や
全
日
制
・
サ
タ

デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
日
曜
野
球
教

室
・
サ
マ
ー
野
球
教
室
の
野
球

部
員
を
対
象
に
し
た
「
育
英
オ

ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
を
開
催

し
た
。

大
人
気
の
ヤ
ン
キ
ー
ス
観
戦

ツ
ア
ー
は
今
年
度
２
回
目
の
開

催
。
野
球
部
の
参
加
者
だ
け
で

は
な
く
、
保
護
者
や
教
職
員
が

一
体
と
な
り
観
戦
し
た
。
こ
の

日
は
ヤ
ン
キ
ー
ス
地
区
優
勝
が

決
定
す
る
か
ど
う
か
の
試
合
で

も
あ
り
、
参
加
し
た
子
供
た
ち

や
保
護
者
は
興
奮
の
一
夜
と
な

っ
た
。

育
英
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム

で
は
、
出
場
選
手
が
２
つ
の
チ

ー
ム
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
」
と

「
ア
メ
リ
カ
ン
」
に
分
か
れ
て

の
ま
さ
に
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー

ム
。
１
回
表
で
10
得
点
が
入
り
、

勝
敗
が
決
定
し
た
か
と
思
わ
れ

た
が
、
顧
問
の
吉
中
希
教
諭
の

「
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
が
一

番
大
事
」
と
い
う
言
葉
を
心
に

受
け
取
っ
た
子
供
た
ち
は
、
最

終
回
ま
で
粘
り
強
く
追
加
点
を

獲
得
し
た
。

終
わ
っ
て
み
れ
ば
21
対
18
で

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
勝
利
、
両
チ
ー

ム
得
点
の
多
い
結
果
と
な
っ

た
。
Ｍ
Ｖ
Ｐ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ

ロ
ー
ブ
賞
、
ベ
ス
ト
ピ
ッ
チ
ン

グ
賞
、
チ
ー
ム
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

賞
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
表
彰
も
あ

り
、
１
年
生
の
雁
田
敬
仁
選
手
、

４
年
生
の
篠
原
創
士
選
手
は
初

出
場
な
が
ら
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
を
獲

得
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
大
盛

況
の
内
容
で
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
部
門
で
は
野
球
の
活
動

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
将
来
的

に
は
有
名
選
手
を
招
い
て
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
て
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
２
０

１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
学
園

事
務
局
ま
で
。

野
球
活
動
が
大
人
気

Ｎ
Ｙ
育
英
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

世
界
ス
マ
イ
ル
デ
ー
の
4

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ

ニ
ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）
で
も

こ
の
日
を
「
Ｇ
Ｊ
Ｓ
ス
マ
イ
ル

デ
ー
」
と
し
、
全
校
で
ス
マ
イ

リ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
イ
ラ
ス
ト
や

黄
色
い
も
の
を
身
に
着
け
た

り
、
黄
色
い
衣
服
を
着
用
し
た

り
し
て
過
ご
し
た
。

頭
の
リ
ボ
ン
か
ら
靴
ま
で
黄

色
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
登

校
し
た
児
童
や
、
お
母
さ
ん
手

作
り
の
ス
マ
イ
リ
ー
フ
ェ
イ
ス

の
髪
留
め
や
バ
ッ
ジ
を
使
っ
て

い
る
児
童
も
見
ら
れ
、
い
つ
も

以
上
に
笑
顔
の
多
い
登
校
風
景

で
あ
っ
た
。
学
校
で
予
め
準
備

さ
れ
た
ス
マ
イ
リ
ー
フ
ェ
イ
ス

の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
、
児
童
生
徒

と
教
職
員
に
配
ら
れ
、
校
内
に

ス
マ
イ
ル
が
あ
ふ
れ
て
い
っ

た
。
朝
は
周
り
の
反
応
を
気
に

し
な
が
ら
、
上
着
の
下
の
黄
色

い
シ
ャ
ツ
を
見
せ
な
か
っ
た
子

供
た
ち
も
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
安
心
し
て
黄
色
く
な
っ
て

い
っ
た
。
教
員
は
バ
ナ
ナ
の
着

ぐ
る
み
や
ス
マ
イ
リ
ー
フ
ェ
イ

ス
の
シ
ャ
ツ
、
ピ
カ
チ
ュ
ウ
の

ニ
ッ
ト
帽
な
ど
で
、
事
務
室
の

職
員
も
黄
色
い
シ
ャ
ツ
で
子
供

た
ち
を
迎
え
て
い
た
。

日
本
の
年
度
で
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
人
学
校
で
は
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
時
期
が
１
年
の
折
り
返
し

に
な
る
。
目
指
す
学
校
の
イ
メ

ー
ジ
で
あ
る
「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
が

あ
ふ
れ
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
を
感
じ

ら
れ
る
学
校
」
を
、
ス
マ
イ
ル

デ
ー
の
取
組
を
通
し
て
全
児
童

生
徒
と
教
職
員
が
再
認
識
す
る

一
日
と
な
っ
た
。

ス
マ
イ
ル
デ
ー

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

http://www.kodomony.org
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.yozemikikoku.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本

徹
学
園
長
）
で
は
、
１
０
月
１

３
日
（
日
）
、
毎
年
恒
例
の
バ

ザ
ー
が
同
学
園
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。天

候
に
恵
ま
れ
、
開
始
前
に

は
、
来
場
者
の
長
蛇
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
園
舎
前

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
で
は
、

バ
ザ
ー
に
協
賛
す
る
日
系
企
業

や
地
域
の
歯
科
医
院
、
お
菓
子

販
売
の
テ
ン
ト
に
囲
ま
れ
て
の

恒
例
の
親
子
体
力
測
定
会
、
筋

肉
番
付
が
行
わ
れ
、
自
慢
の
筋

力
を
披
露
す
る
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
や
子
供
た
ち
の
笑
い
声

が
こ
だ
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
体
験
と
ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
披
露
さ

れ
た
。

園
舎
裏
庭
に
は
フ
ー
ド
コ
ー

ト
が
設
置
さ
れ
、
企
業
寄
付
の

食
品
に
加
え
、
地
域
企
業
か
ら

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
豚
汁
、
菓

子
パ
ン
、
学
園
保
護
者
や
職
員

に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
、
綿
菓
子
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
出
店
し
た
。

園
舎
内
で
は
、
雑
貨
コ
ー
ナ
ー
、

衣
類
コ
ー
ナ
ー
、
書
籍
コ
ー
ナ

ー
、
ア
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

こ
ち
ら
も
多
く
の
人
で
賑
わ
っ

た
。ま

た
、
学
園
の
全
日
制
児
童

会
主
催
の
「
育
英
っ
子
祭
り
」

が
企
画
さ
れ
、
く
じ
引
き
の
出

し
物
で
バ
ザ
ー
に
花
を
添
え

た
。
今
年
の
ア
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
マ
ス
ク
に
装
飾
を
付
け

て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
の
飾
り

作
り
が
行
わ
れ
た
。
今
月
末
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
向
け
て
自
分

だ
け
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
仮
装
道

具
を
作
り
、
ア
ー
ト
に
ふ
れ
る

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
親
子
が

多
く
見
ら
れ
た
。

一
日
、
大
勢
の
保
護
者
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
育
英
サ
タ
デ
ー
Ｎ

Ｊ
校
中
学
生
や
卒
業
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
会

場
は
、
最
後
ま
で
熱
気
に
つ
つ

ま
れ
、
楽
し
い
バ
ザ
ー
と
な
っ

た
。
バ
ザ
ー
収
益
金
は
学
園
施

設
充
実
お
よ
び
奨
学
金
に
あ
て

ら
れ
る
。

同
学
園
へ
の
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
２
０
１
・
９
４
７
・

４
８
３
２
ま
で
。

バザー大盛況
NY育英学園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
、
岡
本
徹
学
園
長
）
で
は
、

２
日
に
愛
知
県
名
古
屋
市
に
拠

点
を
置
く
ち
ん
ど
ん
屋
「
べ
ん

て
ん
や
」
の
特
別
公
演
が
行
わ

れ
た
。

「
べ
ん
て
ん
や
」
は
２
０
０

８
年
３
月
に
旗
揚
げ
を
し
た
女

性
の
み
の
ち
ん
ど
ん
屋
で
、
日

本
全
国
は
も
と
よ
り
、
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
の
公
演
を

す
る
な
ど
、
国
際
的
に
活
動
の

範
囲
を
広
げ
て
い
る
。
今
回
の

公
演
は
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が

元
同
学
園
職
員
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
「
べ
ん
て
ん
や
」
ア

メ
リ
カ
ツ
ア
ー
の
皮
切
り
と
し

て
、
同
学
園
で
の
公
演
が
実
現

し
た
。
太
鼓
、
鐘
の
ほ
か
に
も
、

サ
ッ
ク
ス
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
し
の
笛
と
、

音
楽
大
学
卒
業
の
メ
ン
バ
ー
な

ら
で
は
高
い
レ
ベ
ル
の
演
奏
だ

っ
た
。

公
演
は
、
べ
ん
て
ん
や
の
ズ

ン
ド
コ
節
で
始
ま
っ
た
。
曲
に

合
わ
せ
て
子
供
た
ち
と
コ
ー
ル

を
し
て
、
公
演
の
最
初
か
ら
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

曲
演
奏
以
外
に
も
三
択
ク
イ
ズ

や
楽
器
の
紹
介
を
通
し
て
、
ち

ん
ど
ん
屋
を
知
る
機
会
に
も
な

っ
た
。
ち
ん
ど
ん
屋
調
に
ア
レ

ン
ジ
さ
れ
た
学
園
歌
を
全
員
で

合
唱
し
公
演
は
最
高
潮
を
迎
え

た
。公

演
後
に
は
、
６
年
生
全
員

が
手
紙
を
書
き
、
控
室
ま
で
届

け
る
な
ど
、
子
供
た
ち
は
ち
ん

ど
ん
屋
を
十
分
に
体
感
し
、
こ

れ
か
ら
続
く
ア
メ
リ
カ
ツ
ア
ー

の
成
功
を
祈
っ
て
い
た
。
現
在

日
本
に
お
い
て
も
珍
し
い
職
業

の
ち
ん
ど
ん
屋
を
通
し
て
、
日

本
独
特
の
大
衆
文
化
を
見
て
、

聴
い
て
、
体
感
し
た
公
演
と
な

っ
た
。

「
べ
ん
て
ん
や
」
ア
メ
リ
カ

ツ
ア
ー
は
、
シ
カ
ゴ
な
ど
を
回

り
26
日
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
公
演
が

最
終
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttps://ben

ten
y
a.jp

を
参

照
。同

学
園
へ
の
見
学
・
編
入
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
２
０

１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
ま

で
。

名
古
屋
の
ち
ん
ど
ん

べ
ん
て
ん
や
シ
ョ
ー

書
の
散
歩
道

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在
住
者

の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
方
法
＝
作

品
原
物
（
返
却
不
可
）
、
ま
た
は
コ
ピ
ー
を
下
記
宛
に
郵

送
す
る
か
、
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に

E
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
（
英
文

表
記
も
）
。
●
応
募
作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週

号
に
て
発
表
。
●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞

一
点
を
選
び
、
賞
品
と
し
て
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
協
賛

に
よ
る
米
国
国
内
航
空
券
が
、
第
二
席
お
よ
び
第
三
席

に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ
る
「
熊
野
筆
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
す
。
＊
掲
載
作
品
の
学
年
は
応
募
時
の
も

の
で
す
。

■郵送先：

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI

71 W. 47th St. #307 New York, NY10036

■Eメール：nyseikatsu.syuji@gmail.com

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

坂
口
　
貴
男

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室

村
上
　
由
起
代

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
６

古
部
　
葵

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
２

大
西
　
紅
伶
亜

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室
小
２

ユ
ー
　
勝
瑛

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
３

古
賀
　
暁
乃

協
賛

広島筆産業株式会社

育英学園

http://starchildny.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
http://www.masako-inkyo.com/
https://japaneseschool.org
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木
曜
日
に
ウ
ォ
ー
ル
ド
湖
に

行
っ
た
。
水
面
で
ボ
ー
ド
に
乗

る
こ
と
に
挑
戦
し
た
。
空
気
を

入
れ
た
ボ
ー
ド
は
つ
る
つ
る
ぷ

に
ぷ
に
し
て
い
る
。
ボ
ー
ド
の

上
に
片
足
を
上
げ
て
み
た
。
少

し
ぐ
ら
っ
と
す
る
。
両
足
を
上

げ
よ
う
と
す
る
と
、
大
き
く
ゆ

れ
る
。
思
い
き
っ
て
乗
っ
て
み

た
。

「
ザ
ブ
ー
ン
」

水
の
中
は
、
ひ
ん
や
り
し
て

冷
た
い
。
髪
の
毛
が
後
ろ
に
引

っ
張
ら
れ
る
。
押
落
ち
た
振
動

で
水
底
の
砂
が
舞
う
。
楽
し
く

な
っ
て
き
た
。

も
う
一
度
挑
戦
し
て
み
た
。

今
度
は
ボ
ー
ド
の
両
端
を
友
達

に
押
さ
え
て
も
ら
っ
た
。
す
る

と
、
両
足
を
乗
せ
た
時
の
ぐ
ら

ぐ
ら
が
少
な
く
な
っ
た
。
前
よ

り
、
足
に
力
が
入
る
。

「
立
っ
た
」

三
秒
は
立
て
た
と
思
っ
た
。

ボ
ー
ド
に
乗
っ
て
い
る
時
、

自
分
の
身
長
は
ビ
ー
チ
に
い
る

誰
よ
り
大
き
か
っ
た
。
後
ろ
を

振
り
向
く
と
湖
の
反
対
側
の
岸

が
見
え
た
。

（
滞
米
５
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人

には全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。

アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。

ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安

に最長2000字まで。●写真を必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、保護者

名、Eメールアドレスを明記のこと。●掲載紙の個別郵送はしませんので、本紙デジタル版より

ＰＤＦをダウンロードしてください。

●郵送先 NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.
ATTN：SAKUBUN
71 W. 47th St. #307, New York, NY 10036

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

私
は
、
今
回
の
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
修
学
旅
行
で
様
々
な
体
験

や
経
験
を
す
る
と
と
も
に
、
ア

メ
リ
カ
の
歴
史
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
か
け
が
え
の
な

い
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
政
治
の
中
心
で

あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
国
会
議
事

堂
な
ど
の
政
治
に
関
係
の
あ
る

施
設
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
は
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り

ア
メ
リ
カ
の
政
治
に
興
味
を
も

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
建

物
を
間
近
で
見
た
り
、
実
際
に

中
に
入
っ
て
説
明
を
受
け
な
が

ら
手
で
触
れ
た
り
す
る
体
験
が

で
き
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
や
歴

史
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓
地
で
は
献
花

式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
と

て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

修
学
旅
行
中
の
見
学
は
多
く

の
場
面
で
班
別
行
動
と
な
り
、

そ
の
た
め
事
前
に
情
報
を
集
め

た
り
予
定
を
決
め
た
り
す
る
な

ど
、
班
で
協
力
し
て
計
画
や
準

備
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
予
定

よ
り
班
行
動
の
時
間
が
短
く
な

る
と
い
う
想
定
外
の
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
班
全
員
で
協
力

し
て
全
て
計
画
通
り
に
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
終

日
の
ボ
ル
チ
モ
ア
水
族
館
で

は
、
事
前
情
報
が
少
な
い
中
で

の
班
行
動
と
な
り
ま
し
た
が
、

班
長
と
協
力
し
て
楽
し
く
時
間

を
守
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

他
に
も
た
く
さ
ん
学
ん
だ
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
ア

メ
リ
カ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
仲
間
と

協
力
す
る
大
切
さ
を
強
く
実
感

で
き
た
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。

（
滞
米
10
か
月
）

「立った」
デトロイトりんご会補習授業校小５

中井　桃子

私
は
ア
メ
リ
カ
に
来
て
か

ら
、
友
達
に
Ｎ
Ｏ
と
言
い
た
か

っ
た
け
れ
ど
言
え
な
か
っ
た
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
「
ア

メ
リ
カ
人
だ
か
ら
大
丈
夫
だ

よ
。
」
と
、
他
の
子
に
言
わ
れ

て
も
、
や
は
り
私
が
「
Ｎ
Ｏ
」

と
言
っ
た
せ
い
で
嫌
な
空
気
に

な
っ
た
り
、
「
せ
っ
か
く
話
し

て
あ
げ
て
い
る
の
に
。
」
と
思

わ
れ
る
の
が
怖
く
て
、
の
ど
に

つ
っ
か
え
た
ま
ま
言
う
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

私
が
こ
の
よ
う
な
問
題
に
出

会
う
の
は
物
を
貸
す
と
き
で

す
。
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
は
、

日
本
の
文
房
具
は
す
ご
く
め
ず

ら
し
く
、
面
白
い
物
で
す
。
だ

か
ら
よ
く
「
こ
の
文
房
具
使
っ

て
も
い
い
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
。

私
の
日
本
の
文
房
具
は
す
ご
く

大
切
な
物
で
あ
っ
て
、
壊
さ
れ

た
く
な
い
か
ら
正
直
貸
し
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
さ
き

ほ
ど
書
い
た
よ
う
な
事
が
私
の

「
Ｎ
Ｏ
」
と
い
う
思
い
を
消
し
、

「
Ｙ
ｅ
ｓ
」
に
導
き
ま
す
。

た
だ
、
一
つ
だ
け
、
ア
メ
リ

カ
人
に
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
う
方
法

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
親
友

を
作
る
事
で
す
。
す
ご
く
仲
が

良
い
子
だ
と
「
Ｎ
Ｏ
」
と
容
易

に
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
だ

か
ら
、
そ
の
子
と
い
る
と
き
は

気
が
楽
で
楽
し
く
し
ゃ
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
の

生
活
を
し
て
い
く
時
に
、
ア
メ

リ
カ
人
と
楽
し
く
接
す
る
方
法

は
仲
の
良
い
友
達
を
増
や
し
、

「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
う
の
を
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
互
い
に
気
を
使
わ

ず
に
過
ご
せ
る
し
、
前
よ
り
も

色
々
な
事
を
話
せ
る
よ
う
に
な

る
と
思
う
か
ら
で
す
。
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
私
は
、
自
分
か
ら
勇

気
を
持
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
と
話

し
、
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
る
人
を

増
や
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

き
ま
す
。

（
滞
米
８
か
月
）

「
ア
メ
リ
カ
人
に
No
と

言
え
な
か
っ
た
」

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

受
川
　
由
佳
子

ぼ
く
は
、
夏
休
み
に
家
族

で
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
に
行
き
ま

し
た
。
朝
早
く
起
き
て
、
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
の
ワ
ロ
ッ
プ
飛
行
し

せ
つ
に
、
朝
五
時
半
の
ロ
ケ

ッ
ト
打
ち
上
げ
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち

上
げ
を
見
る
の
は
は
じ
め
て

で
す
。
ま
だ
朝
日
の
出
る
前

で
し
た
が
、
打
ち
上
げ
る
場

所
か
ら
四
キ
ロ
は
な
れ
た
見

学
す
る
場
所
に
は
、
百
人
以

上
の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。み

ん
な
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
し
た
後
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
が

打
ち
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う

ま
に
空
高
く
の
ぼ
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
ス
ピ

ー
ド
が
と
て
も
速
く
て
、
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト

の
光
が
見
え
て
、
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
「
ゴ
ォ
ー
」
と
い

う
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
こ
の
ロ
ケ
ッ
ト

は
う
ち
ゅ
う
に
行
っ
た
の
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
お
父
さ

ん
が
調
べ
た
ら
、
打
ち
上
げ

の
テ
ス
ト
で
海
に
落
ち
た
と

知
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
少
し

が
っ
か
り
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
港
に
イ
ル
カ

ツ
ア
ー
に
行
き
ま
し
た
。
す

る
と
、
ぼ
く
ら
が
い
た
港
に
、

海
に
落
ち
た
ロ
ケ
ッ
ト
が
回

し
ゅ
う
さ
れ
て
戻
っ
て
き
て

い
る
の
を
、
ぐ
う
ぜ
ん
見
つ

け
ま
し
た
。
き
体
の
中
の
ワ

イ
ヤ
ー
や
き
か
い
が
た
く
さ

ん
見
え
て
、
と
て
も
む
ず
か

し
そ
う
で
、
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
き
体
は
と
て
も
こ
げ
て

い
た
の
で
、
打
ち
上
げ
の
火

は
、
と
て
も
あ
つ
い
の
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト

は
、
船
で
港
ま
で
持
っ
て
き

て
、
ク
レ
ー
ン
で
ト
ラ
ッ
ク

に
つ
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
ロ

ケ
ッ
ト
は
海
に
落
ち
た
時
に

こ
わ
れ
て
、
半
分
が
行
方
不

明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。
実
験
を
し
た
人
と
も

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
人
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
た
ん
当
を
し
た
そ
う

で
す
。
そ
の
人
は
日
本
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
、
日
本
語

を
少
し
話
せ
て
ぼ
く
は
ま
た
、

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

ち
上
げ
を
見
て
、
次
は
本
当

に
う
ち
ゅ
う
に
行
く
ロ
ケ
ッ

ト
や
有
人
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち

上
げ
を
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
日
本
の
た
ね
が
島

う
ち
ゅ
う
セ
ン
タ
ー
に
も
行

っ
て
み
た
い
で
す
。

（
滞
米
３
年
５
か
月
）

「
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

修
学
旅
行
を
終
え
て
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

岡
野
　
凛

（学年は応募時）

■児童生徒作文のページ■
「
は
じ
め
て
の
ロ
ケ
ッ
ト

打
ち
上
げ
見
学
」

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

吉
村
　
櫂

https://sundai-osn.jp
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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Another
summer in the
b o o k s .
Another sea-
son of trips to
the beach, vis-
iting family
and traveling
the country.
In my experi-
ence, visiting
other parts of the country makes
me reflect on what it means to be a
New Yorker.

On the last official weekend of
summer, I traveled out of state
with a group of old friends to
watch a college football game.
Fans of the opposing team invited
us to their tailgates in the vast
parking lot, took pictures of our
group decked out in our college
colors and even directed us to the
best places to sit in the cavernous,
yet nearly empty, football stadium.
Coming from New York, I was
pleasantly surprised by the kind-
ness, hospitality and openness of
the opposing team’s fans. Perhaps
all these years in the Big Apple
mean that my guard goes up when-
ever a stranger approaches me.

On the ride home, the noise of
rowdy, cheering fans gently faded
away. “So, what does it mean to be
a New Yorker?” I thought.  First, it
certainly isn’t defined by one’s
nationality, native language, eth-
nicity or religious views. I can’t
recall the last time I heard a New
York accent on the streets of
Astoria. Perhaps we do suspect the
motives of strangers who strike up
a conversation. We have the world
at our fingertips, but frequently
long to escape. We echo the senti-
ment of columnist Jimmy Breslin
when he called New York “The
city that I love and hate both
equally.” And don’t forget, New
Yorkers know you probably can’t
get a decent bagel anywhere out-
side of the five boroughs. 

Another summer has come and
gone, taking with it the stories of
the 8.6 million people who call
this city home. 
(Dan McDonald is a newspaper
columnist, editor and Japanese
translator. Interested readers can
contact him at dan9605@hot-
mail.com)

New York State of Mind

by Dan McDonald

Agata Morio, the accomplished
singer-songwriter of the 1972 debut
song “Red Colored Elegy” , which
sent shockwaves throughout Japan
upon its release, gave two live per-
formances with accompanying talks
on September 29 at the Producers
Club Grand Theater in Manhattan.

Two years ago, Agata created
and screened parts of his documen-
tary, “Looking for Sato Keiko” in
an attempt to tell the story of his 45-
year long relationship with music.

In the documentary, Agata, driven
by his natural curiosity, persistently
pursues his first-grade homeroom
teacher, whom he both envies and
reveres.  The teacher, in just two
years’ time, exposes the young boy to
an astonishing new way to see the
world, and plants a seed of desire for
self expression in his heart. 

Even now, inspiration from his
teacher, Sato Keiko, flows throughout
Agata’s creative works.

The movie passionately portrays

Agata as a man who is still searching for
Sato Keiko, who was his former teacher
in life, but is his eternal teacher in spirit. 

The live show had the feel of a radio
talk show, as if host Jun Suenaga had
invited Agata Morio on as a guest.
Agata played “The Teacher Sato Keiko
is a Cruel Person” and seven other
songs.  For his encore, he played two
songs, including “Red Colored Elegy.”

“I had a vague way of thinking [of
how the show would go], which led to a
vague execution.” said Agata. “In Japan,
it would be easy to set up, but here, to be
honest, I had some trouble.  But the trou-

ble made for a wonderful realization: I
thought that my beloved Bob Dylan and
I were secretly the fathers of Inagaki
Taruho.  Inagaki Taruho has a nihilistic
way of thinking, and although he looks
happy on the outside, he’s dead inside.  I
have a composure and a kind of idea of
the power of love when looking at life
now.  This is something we have in com-
mon.”

“Red Colored Elegy” was a manga
created by Seichi Hayashi, in which the
young Sachiko and Ichiro move to
Tokyo and live together as they pursue
their dream of becoming “painters”
(what we now call “animators”) for a
company like Toei Animation.

Agata was moved by the manga to
create the song of the same name.

A journalist from Shukan NY Seikatsu
asked Agata, “fifty years have passed
since then and the times have changed.
But there are still many Sachikos and
Ichiros in New York today.  Please say a
few words to them, anything you would
like to tell them.”

“I felt so alive.  I probably came here
hoping to meet such people: a Sachiko
and Ichiro living in New York, with no
money or insurance for the future, but
who were still trying hard.  I want to tell
them, ‘Hey guys, it’s difficult, but it’s
not too bad.’ Even if things go well, all
sorts of things will happen. You, who
arereading this newspaper article right
now, and I could meet somewhere some-
day. I came here today hoping to meet
people, so I’m very happy.” said Agata
earnestly, a stream of tears running
down his cheek.
(Article and Photograph by Ryoichi
Miura / Translated by Marie Calloway)

Red Colored Elegy
Sachiko’s happiness found even in New York

Morio Agata Motion Picture Show 
Performance and Talk

Agata Morio sings as scenes from the movie “Looking for Sato Keiko” are projected behind him.

https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

Red Colored Elegy

(1970-1971/GARO)

by Seiichi Hayashi

You can read the whole layout of the newspaper

on the website!

www.nyseikatsu.com

And the back numbers, too!!

New York Seikatsu Press, Inc.

https://artofhaiku.org/
http://www.anything.ne.jp/newyork/
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「

C
rou

ch
in
g
T
ig
er,

H
idden

D
ragon

」
（
グ
リ
ー

ン
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
、
２
０
０

０
年
）
、
「
ブ
ロ
ー
ク
バ
ッ
ク
・

マ
ウ
ン
テ
ン
」
（
05
年
）
な
ど

数
々
の
名
作
を
生
み
出
し
、
二

度
の
オ
ス
カ
ー
を
受
賞
し
て
い

る
ア
ン
・
リ
ー
監
督
が
最
新
の

映
像
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し

て
創
り
出
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・

ス
リ
ラ
ー
。

米
国
防
情
報
局
所
属
の
暗
殺

者
が
引
退
を
決
意
し
た
と
た

ん
、
味
方
か
ら
命
を
狙
わ
れ
る
。

物
語
と
し
て
は
ど
こ
に
で
も
あ

り
そ
う
な
筋
書
き
。
売
り
は
、

暗
殺
者
で
あ
る
自
分
を
狙
う
暗

殺
者
が
自
分
と
そ
っ
く
り
な
若

者
、
と
い
う
仕
掛
け
だ
。

リ
ー
監
督
の
得
意
分
野
は
心

揺
さ
ぶ
る
人
間
ド
ラ
マ
だ
が
、

映
像
技
術
へ
の
探
求
心
も
強

い
。
「
ラ
イ
フ
・
オ
ブ
・
パ
イ/

ト
ラ
と
漂
流
し
た
２
２
７
日
」

（
12
年
）
で
は
ラ
イ
フ
ボ
ー
ト

で
パ
イ
少
年
と
大
海
を
さ
ま
よ

う
ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ
は
８
割
以
上

の
シ
ー
ン
で
Ｃ
Ｇ
を
使
い
、
ま

る
で
本
物
の
虎
の
よ
う
。
今
年

７
月
に
公
開
さ
れ
た
「
ラ
イ
オ

ン
キ
ン
グ
」
も
Ｃ
Ｇ
を
使
っ
た

バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ

ィ
ー
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
、

実
際
の
動
物
を
見
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
本
作
で
リ
ー
監
督
が

挑
戦
す
る
の
が
そ
の
人
間
版

だ
。主

人
公
ヘ
ン
リ
ー
に
は
ウ
ィ

ル
・
ス
ミ
ス
。
ク
ラ
イ
ブ
・
オ

ー
ウ
ェ
ン
、
メ
ア
リ
ー
・
エ
リ

ザ
ベ
ス
・
ウ
ィ
ン
ス
テ
ッ
ド
ら

が
共
演
。

幕
開
け
は
ヘ
ン
リ
ー
が
超
特

急
列
車
に
乗
っ
て
い
る
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
狙
撃
す
る
シ
ー
ン
で
始

ま
る
。
腕
は
鈍
っ
て
は
い
な
い

し
肉
体
的
に
も
衰
え
は
感
じ
な

い
。
が
、
最
近
、
昔
ほ
ど
冷
徹

に
仕
事
を
全
う
で
き
な
い
自
分

に
気
付
い
て
い
た
。
50
の
大
台

に
乗
り
そ
ろ
そ
ろ
見
切
り
を
つ

け
て
の
ん
び
り
リ
タ
イ
ア
生
活

で
も
、
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
、
突
然
、
自
分
の
命
を
狙
う

男
が
現
れ
る
。
し
か
も
男
は
自

分
の
若
い
頃
に
そ
っ
く
り
の
容

姿
で
攻
撃
、
防
御
の
仕
方
ま
で

も
同
レ
ベ
ル
だ
。

一
体
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
。
国
防
情
報
局
の
殺
人
部
隊

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
の

だ
。
気
味
が
悪
い
と
同
時
に
ヘ

ン
リ
ー
は
暗
殺
者
に
対
し
て
怒

り
以
外
の
不
思
議
な
感
情
が
沸

い
て
く
る
の
を
感
じ
る
。

ヘ
ン
リ
ー
よ
り
30
歳
若
い
ク

ロ
ー
ン
は
ま
さ
に
若
き
日
の
ウ

ィ
ル
・
ス
ミ
ス
で
表
情
も
動
作

も
リ
ア
ル
す
ぎ
て
Ｃ
Ｇ
の
す
ご

さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

物
語
的
に
は
斬
新
さ
は
な
い

が
近
い
将
来
、
故
人
と
な
っ
た

名
優
が
若
き
日
の
姿
で
新
た
な

作
品
に
登
場
す
る
可
能
性
に
触

れ
る
一
作
だ
。
１
時
間
57
分
。

Ｐ
Ｇ-

13
。（
明
）

分
身
に
芽
生
え
た
心

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

ARegal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.

AMC Empire 25

234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

Gemini Man

暗殺者に狙われるヘンリー（スミス）

Param
ount Pictures, Skydance and Jerry Bruckheim

er Film
s

東
北
を
ベ
ー
ス
に
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド
、

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
道
心

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ピ
ー
ス

は
、
11
月
10
日
（
日
）
午
後
６

時
か
ら
Ｎ
Ｙ
Ｕ
ス
カ
ボ
ー
ル
劇

場
（
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
プ
レ
イ
ス

５
６
６
番
地
）
で
、
昨
年
12
月

に
続
い
て
、
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

「O
N
E
W
O
R
L
D

C
O
N
-

C
E
R
T

２

０

１

９

〜

T
og
eth

er
W
e
P
lay

for
Peace

」
を
開
催
す
る
。

今
回
は
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し

て
日
本
か
ら
、
東
北
を
ベ
ー
ス

に
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド
、
Ｂ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
道
心
が
出
演
。
東
北

の
自
然
を
バ
ッ
ク
に
世
界
の
人

た
ち
に
そ
の
心
を
伝
え
る
楽
曲

創
作
や
演
奏
活
動
を
し
て
い

る
。ギ

タ
ー
、
サ
ッ
ク
ス
や
ド
ラ

ム
と
共
に
、
日
本
古
来
の
琴
や

太
鼓
を
組
み
合
わ
せ
、
ロ
ッ
ク

や
ジ
ャ
ズ
を
取
り
入
れ
た
す
べ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
を
演
奏
す

る
。
音
楽
の
力
で
世
界
の
文
化

を
結
び
、
平
和
と
友
情
を
祝
う

今
回
の
公
演
に
ゲ
ス
ト
出
演
す

る
機
会
を
得
て
、
ア
メ
リ
カ
の

観
客
に
東
北
の
心
と
音
楽
を
伝

え
る
こ
と
を
、
と
て
も
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
気
持
ち
で
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー

ス
財
団
の
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
や
世
界
か
ら
多
く
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
参
加
す

る
。ハ

ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ピ
ー
ス

は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
大
ホ
ー
ル
を

始
め
各
地
で
公
演
し
て
き
た

が
、
一
昨
年
以
降
、
平
和
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
コ
ネ
ク
ト
」
を
開

始
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ

ズ
・
ア
ッ
ト
・
リ
ン
カ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

市
の
キ
メ
ル
セ
ン
タ
ー
、
セ
ン

ト
ル
イ
ス
市
等
で
ピ
ー
ス
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
を
続
け
て
い

る
。
今
回
も
、
若
き
演
奏
家
た

ち
が
、
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
共
に
、
音
楽
を
通
し
て
異
文

化
交
流
の
促
進
を
図
り
、
新
た

な
平
和
へ
の
決
意
を
も
っ
て
、

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
ご
参
加
い

た
だ
け
る
皆
さ
ん
の
心
に
そ
の

熱
い
願
い
が
届
く
よ
う
、
出
演

者
一
同
心
を
一
つ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

本
紙
読
者
に
特
典

チ
ケ
ッ
ト
料
は
28
ド
ル
〜
58

ド
ル
。
な
お
、
本
紙
読
者
に
は

購
入
時
に
「
Ｈ
Ｆ
Ｐ
15
」
コ
ー

ド
入
力
で
15
％
割
引
。
購
入
は

電
話
８
８
８
・
６
１
１
・
８

１
８
３
（N

Y
U
Skirball)

、

ま

た

は

ウ

エ

ブ

サ

イ

ト

http://tickets.ny
u.edu/

on
ew
orldcon

cert2019

ま
で
。

平和のハーモニー
11月10日  NYU Skirball 劇場

「
世
界
は
ひ
と
つ
」
公
演

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
道
心
が
出
演

http://www.yamagatadental.com
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://drahnent.com/
https://www.paramount.com/movies/gemini-man
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EVENT
■七五三の祝い＝19日、20日１日２回
11:00、14:00 Japan Society (333 E 47th
St) Tel: 212-715-1258  Tel: 347-724-
1380 インターナショナル・シントウ・
ファウンデーションとの共催。対象参
加者は、３歳・５歳の男児、３歳・７
歳の女児（国籍、宗教は不問）。　
詳細はhttp://www.isf753.org
■第46回ビレッジ・ハロウィーン・パ
レード＝31日19:00スタート　（on 6th
Ave from Spring St to 21st St) Tel: 212-
475-3333 無料（参加および見学）ニュ
ーヨーク秋の恒例行事。思い思いの嗜
好を凝らした仮装コスチュームを披露
しながらのパレードは沿道で見る者の
目を楽しませる。
詳細はwww.halloween-nyc.com
■ハドソン・リバー・パーク・サマ
ー・イベント2019＝26 日まで 時間と
場所はイベントにより異なる （Hudson
River Parks全域） 入場無料 コンサート
や子供向けのアクティビティー、各種
エクササイズ、ダンス、ボート乗り、
フィッシング、フィルムなど家族みん
なで楽しめる。
詳細はwww.hudsonriverpark.org

MUSIC
■東洋への道＝24日19：30　Alice Tully
Hall (67th & Broadway) 入場料：$35〜
スペインの音楽家ジョルディ・サヴァ
ールが16世紀のイエズス会宣教師フラ
ンシスコ・ザビエルが幼少期から若き
日にバスクやパリで出会った音楽、布
教のためにリスボンを出発してインド
や日本などで出会った音楽を言葉とと
もに綴る。出演はスペインからサヴァ
ール率いるエスペリオンXXI、ラ・カペ
ッラ・レイアル・デ・カタルーニャ、
日本から上田純子（琵琶、声明）、関一
郎（尺八）、平野雅子（バイオリン）、
鯉沼博行（篠笛）、インドからプラブ・
エドウアルド（タブラー）、アフガニス
タンからダウド・サドザイ（サロッド）。
午後６時15分からはサヴァールらのト
ーク会もある。リンカーンセンター主
催ホワイトライトフェスティバル参加
作品。詳細はWhiteLightFestival.org
■現代音楽公演「東京Toニューヨー
ク」＝25日19：00　Barge Music(2 Old
Fulton St. Brooklyn) 入場料：$35（大人）、
＄30（シニア）、＄20（学生）。Tel:
718-624-4924 出演はトーマス・ピア
シー（クラリネット）、リシュ・リンゼ
イ（竜笛）、シャオリー（ソプラノ）、
ジフア・フー（ピアノ）、チェン・イハ
ン（ピアノ）。同音楽堂のヒア＆ナウ・
シリーズの一環。ピアシーのために作
曲された５曲は世界初演、一柳慧作曲
の「エグジズタンス」は米国初演とな
る。詳細はwww.bargemusic.org
■ブルー・ノート＝27日まで 開演時
間20:00、22:30 料金はアーティストに
よって異なる Blue Note（131 W. 3rd St）
Tel： 212-475-8592 出演:〜20日、22日
〜27日ロバート・グラスパーほか／21
日ブッチャー・ブラウン　
詳細はwww.bluenote.net
■カーネギー・ホール・コンサート＝
11月２日まで　時間、料金はアーティ
ストによって異なる　Carnegie Hall(881
7th Ave) Tel: 212-247-7800　本格的な
クラシック音楽、オペラ、リサイタル
からポピュラーな軽音楽やジャズまで
多彩な音楽を紹介する。　出演：22日
マーク・アンドレ・ハムリン／25日、
26日ミュンヘン・フィルハーモニッ
ク／27日リチャード・タッカー・ガ
ラ／11月２日ロザンナ・キャッシュ、
ライ・クーダー
詳細はwww.carnegiehall.org

DANCE&THEATER
■第13回フード・フィルム・フェステ
ィバル＝24日〜27日 時間、料金、内容
は曜日によって異なる Angel Orensanz
Foundation (172 Norfolk St) 映画のテー
マとなる食べ物を食べながら映画鑑賞
するという美味しいイベント。
詳細はwww.thefoodfilmfestival.com

ART
■屋上展示／パラピボット展＝27日ま
で。Metropolitan Museum of Art(1000
Fifth Ave) Tel ：212-535-7710 入場料：
＄25（大人）、＄17（シニア）、＄12
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日
本
か
ら
の
広
告
も
承
り
ま
す

www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

415

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2019年10月19日号

❶ 誠道塾43周年記念大会

ラ
テ
ン
系
諸
国
で
大
ヒ
ッ
ト

し
た
。
累
計
で
２
０
０
０
万

枚
の
レ
コ
ー
ド
を
売
り
上
げ

た
60
年
代
、
70
年
代
を
代
表

す
る
イ
タ
リ
ア
最
大
の
ポ
ッ

プ
ス
グ
ル
ー
プ
。

身でベルリンを拠点に活躍する女性アー
ティストのアリシア・クワーデによるイ
ンスタレーション。雨天は会場休館。
詳細はwww.metmuseum.org/
■アーティステック・ライセンス展＝
2020年 １ 月 12日 ま で 　 Guggenheim
Museum(1071 Fifth Ave) Tel:212-423-
3500 入場料：＄25（大人）、＄18（学
生・シニア）12歳未満無料　同館で作品
展示された６人がキューレーターとして
選んだ約300点の作品を展示する初の試
み。ピカソやモンドリアンなどをはじめ、
岡田謙三など日本のアーティストや、日
系２世のルース・アサワなどの作品な
ど、常設されず普段見ることがない作品
が多くユニークな展示会。
詳細はhttps://www.guggenheim.org

１
９
７
１
年
の
サ

ン
レ
モ
音
楽
祭
で
発

表
さ
れ
た
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
音
楽
の
楽
曲
。
同

音
楽
祭
で
２
位
に
な

っ
た
。
ホ
セ
・
フ
ェ

リ
シ
ア
ー
ノ
、
リ
ッ

キ
・
エ
・
ポ
ー
ヴ
ェ

リ
の
楽
曲
と
し
て
同

年
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
１
年
間
に

ネ
ク
タ
イ
を
何
回
締
め
た
だ
ろ

う
か
。

数
え
る
程
し
か
し
な
く
な
っ

た
。
ネ
ク
タ
イ
す
る
以
前
、
ス

ー
ツ
を
着
る
機
会
が
め
っ
た
に

な
い
。
葬
儀
く
ら
い
な
も
の
。

と
な
る
と
ネ
ク
タ
イ
は
黒
無

地
。
本
来
は
レ
ッ
プ
だ
ろ
う
が
、

わ
た
し
は
黒
の
ニ
ッ
ト
・

タ
イ
で
ご
ま
か
し
て
い

る
。
そ
れ
も
１
９
６
０
年
代
に

買
っ
た
シ
ル
ク
製
。

年
間
通
し
て
使
う
タ
イ
は
、

黒
ニ
ッ
ト
の
ほ
か
２
〜
３
本
の

ス
ト
ラ
イ
プ
。
そ
れ
以
外
の
チ

ェ
ッ
ク
や
プ
リ
ン
ト
は
出
番
が

な
く
な
っ
た
。

お
気
に
入
り
の
ス
ト
ラ
イ

プ
・
タ
イ
は
、
太
い
縞
と
細
い

縞
で
、
服
に
よ

っ
て
使
い
分
け

る
。
ま
た
、
ス

ト

ラ

イ

プ

の

「
向
き
」
に
は
左

下
が
り
、
片
仮

名
の
「
ノ
」
の

字
と
、
逆
ノ
の

字
の
２
種
あ
る

の
は
ご
存
知
の

通
り
。
ノ
の
字

は
英
国
調
、
逆

は
米
国
調
と
い
わ
れ
る
が
、
た

ま
に
反
対
も
あ
る
。

ア
イ
ビ
ー
に
は
逆
ノ
の
字
で

「
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
、
昔
は
思

い
込
ん
で
い
た
が
、
最
近
は
テ

キ
ト
ー
。
服
と
の
バ
ラ
ン
ス
で

英
米
使
い
分
け
て
い
る
。
（
お

わ
り
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

295：ストライプ・タイの向き

日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁
目
１

４
５
番
地
）
は
11
月
５
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
、
オ
ラ
ン

ダ
在
住
の
ゴ
ッ
ホ
研
究
家
、
吉

屋
敬
（
よ
し
や
・
け
い
）
さ
ん

を
講
師
に
招
き
「
向
日
葵
」
に

焦
点
を
当
て
た
講
演
会
を
開
催

す
る
。
今
回
は
ゴ
ッ
ホ
の
ト
レ

ー
ド
マ
ー
ク
と
も
な
っ
た
こ
の

花
が
、
「
ゴ
ッ
ホ
の
向
日
葵
」

と
し
て
誕
生
す
る
ま
で
の
い
き

さ
つ
と
短
い
生
涯
の
中
の
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
の
部
分

を
追
い
、
「
向
日
葵
」
誕
生
の

プ
ロ
ロ
ー
グ
か
ら
エ
ピ
ロ
ー
グ

ま
で
を
、
書
簡
や
新
旧
の
情
報

を
も
と
に
構
成
し
読
み
解
く
講

演
で
す
。
今
年
の
夏
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
の
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
特
別
展
で
明
ら
か
に

な
っ
た
、
同
館
所
蔵
の
向
日
葵

に
関
す
る
最
新
の
検
証
結
果
も

含
め
て
話
す
。

吉
屋
さ
ん
は
１
９
６
５
年
ハ

ー
グ
の
王
立
美
術
大
学
に
留
学

以
来
オ
ラ
ン
ダ
に
在
住
。
１
９

７
３
年
（
故
）
ユ
リ
ア
ナ
女
王

の
戴
冠
25
周
年
記
念
で
、
25
人

の
オ
ラ
ン
ダ
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
共
に
女
王
の
肖
像
画
を
描
い

た
。
画
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、

ゴ
ッ
ホ
研
究
家
、
オ
ラ
ン
ダ
在

住
。参

加
費
は
日
本
ク
ラ
ブ
会
員

15
ド
ル
、
一
般
20
ド
ル
。

申
し
込
み
は
、
電
話
２
１

２
・
５
８
１
・
２
２
２
３
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

yhonda@
nipponclub.org

ケ
・
サ
ラ

リ
ッ
キ
・
エ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
リ

左
か
ら
１
８
８
８
年
制
作
＝

東
郷
青
児
記
念

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興

亜
美
術
館
所
蔵
、
１
８
８
８
年
制
作
＝
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
所

蔵

、
１
８
８
９
年
制
作
＝
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
　
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
所
蔵

ゴッホの向日葵の誕生
オランダの吉屋さん
日本クラブ講演へ

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
夜
の
反
対
側
へ
出
る

月
野
ぽ
ぽ
な

山
粧
ふ
那
須
野
は
悲
し
君
は
風

豊
島
キ
ヌ

じ
ゃ
ん
け
ん
の
グ
ー
の
か
た
さ
や
青
蜜
柑

中
川
手
鞠

教
会
と
呼
ば
る
る
岩
屋
秋
の
声

中
村
洋
子

野
分
あ
と
草
に
起
き
立
つ
力
あ
り

長
谷
川
久
美
子

hoshinoshim
a819@

gm
ail.com

星
の
島
句
会

２
０
０
８
年
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
拠
点
に
ド
リ
ー

ミ
ー
・
ジ
ャ
ズ
と
い
う
独

自
の
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ
イ
ル

を
展
開
し
活
動
し
て
い
る

ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
＆
作
曲

家
、
山
田
朱
実
が
ジ
ャ
ズ

ア
ッ
ト
キ
タ
ノ
（
パ
ー
ク

街
66
番
地
＆
東
38
丁
目
、

キ
タ
ノ
ホ
テ
ル
内
）
で
の

７
度
目
の
ラ
イ
ブ
を
30
日

（
水
）
午
後
８
時
と
10
時
の

２
回
、
行
う
。

当
日
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

に
ち
な
ん
だ
曲
や
秋
ら
し

い
選
曲
も
入
れ
た
ジ
ャ
ズ
、

ボ
サ
ノ
バ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

や
山
田
の
作
曲
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
、
日
本
の
楽
曲

の
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ
、
な

ど
を
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
日
本
語
の
三
言
語
で

歌
う
。
共
演
は
百
々
徹

（
ピ
ア
ノ
）
、
マ
イ
ケ
ル
・

オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
（
ベ
ー
ス
）
、

チ
ア
ゴ
・
ミ
シ
ュ
ラ
ン

（
ド
ラ
ム
）
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
チ
ャ
ー
ジ
は
18
ド
ル

ミ
ニ
マ
ム
、
20
ド
ル
（
飲

み
物
、
食
べ
物
）
。
予
約
は

電
話
２
１
２
・
８
８
５
・

７
１
１
９
か
ら
。

及
部
恭
子
カ
ル
テ
ッ
ト

が
23
日
（
水
）
午
後
８
時

と
10
時
の
２
回
、
ジ
ャ
ズ

ア
ッ
ト
キ
タ
ノ
（
パ
ー
ク

街
66
番
地
＆
38
丁
目
、
キ

タ
ノ
ホ
テ
ル
内
）
で
ジ
ャ

ズ
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
す
る
。

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活
動

し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の

日
本
大
使
公
邸
に
も
招
聘

さ
れ
演
奏
を
行
い
好
評
を

得
て
い
る
及
部
恭
子
（
ピ

ア
ノ
）
、
マ
イ
ケ
ル
・
オ

ブ
ラ
イ
エ
ン
（
ベ
ー
ス
）

と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ア
ト

キ
ン
ソ
ン
（
ド
ラ
ム
ス
）

の
ト
リ
オ
に
、
今
回
は
世

界
で
活
躍
す
る
サ
ッ
ク
ス

奏
者
の
ト
ロ
イ
・
ロ
バ
ー

ツ
を
加
え
、
及
部
ア
レ
ン

ジ
し
た
ジ
ャ
ズ
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を

織
り
交
ぜ
披
露
す
る
。

詳
細
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
２
１
２
・
８
８

５
・
７
１
１
９
、
ま
た
は

Ｅ

メ

ー

ル

jazz@
k

itan
o.com

ま

で
。

及
部
恭
子

キ
タ
ノ
ラ
イ
ブ
23
日

山
田
朱
実

キ
タ
ノ
ラ
イ
ブ
30
日

http://shirt.co.jp/sakasamegane/
http://op-ed.jp
http://jweeklyusa.com
https://www.bing.com/videos/search?q=Che+sar%c3%a0+-+Ricchi+e+Poveri+-+Sub+espa%c3%b1ol&view=detail&mid=66355DCF3E1E3469613066355DCF3E1E34696130&FORM=VIRE
https://youtu.be/2JOuWTROtDI
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イ
ケ
バ
ナ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部

（
ビ
バ
リ
ー
・
ハ
シ
モ
ト
支
部

長
）
の
花
展
が
10
日
か
ら
13
日

ま
で
パ
ー
ク
街
の
ホ
テ
ル
・
キ

タ
ノ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
、
会
員
の
30
作
品
が
ロ
ビ

ー
や
２
階
ホ
ー
ル
で
華
や
か
に

展
示
さ
れ
た
。
10
日
夕
開
催
さ

れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
別

所
浩
郎
国
連
大
使
夫
妻
が
来
場

し
て
作
品
を
鑑
賞
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
秋
の
心
」
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
・
大
使
夫
人

の
山
野
内
由
紀
子
さ
ん
は
、
真

っ
赤
な
ダ
リ
ア
に
つ
る
め
も
ど

き
、
ア
ス
タ
ー
、
え
の
こ
ろ
そ

う
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
可
憐
な
秋

を
感
じ
さ
せ
た
。
日
本
政
府
国

連
代
表
部
大
使
夫
人
の
川
村
美

穂
さ
ん
は
、
オ
ン
シ
ジ
ウ
ム
、

カ
ラ
ー
の
生
花
や
葉
を
花
器
と

合
わ
せ
て
展
示
、
鮮
や
か
な
黄

色
が
映
え
る
作
品
で
来
場
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

今
年
で
３
度
目
と
な
る
有

田
焼
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
小
畑

裕
司
（
お
ば
た
・
ゆ
う
じ
）

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
個
展
が
チ

ェ
ル
シ
ー
の
大
西
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
西
26
丁
目
５
２
１
番
地
）

で
11
月
12
日
（
火
）
か
ら
23

日
（
土
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

小
畑
は
、
ろ
く
ろ
か
ら
絵

付
け
ま
で
、
す
べ
て
自
身
で

行
う
稀
な
有
田
焼
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

あ
る
桜
を
テ
ー
マ
に
、
今
年

も
ま
た
新
た
な
作
品
を
発
表

す
る
。
テ
ー
マ
は
「SA

K
U

-
R

A
SPR

IN
G

（
桜
の
春
）
」
。

桜
の
持
つ
華
麗
さ
、
生
命

の
力
強
さ
、
は
か
な
さ
を
、

繊
細
か
つ
大
胆
な
表
現
力
で
、

自
身
が
作
陶
し
た
深
く
済
ん

だ
白
磁
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描

く
。
小
畑
が
描
く
ピ
ン
ク
は

「
オ
バ
タ
・
ピ
ン
ク
」
（O

bata
Pink

）
と
称
さ
れ
、
比
類
無

い
美
し
さ
を
醸
し
出
す
。

11
月
14
日
（
木
）
午
後
６

時
か
ら
一
般
公
開
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ

る
予
定
。
作
品
を
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
問
い
合
わ

せ
は
電
話
・
２
１
２
・
６
９

５
・
８
０
３
５
、
大
西
ギ
ャ

ラ
リ
ー
。

鶏
の
ひ
き
肉
に
軟
骨
を
加
え

て
歯
ご
た
え
の
あ
る
つ
く
ね
を

作
り
ま
す
。

お
か
ず
に
、
お
酒
の
肴
に
万

人
向
け
の
１
品
で
す
。
山
わ
さ

び
と
の
相
性
も
よ
い
の
で
た
っ

ぷ
り
す
り
お
ろ
し
て
召
し
上
が

っ
て
く
だ
さ
い
。

山
わ
さ
び
は
別
名
ホ
ー
ス
ラ

デ
ッ
シ
ュ
と
も
言
い
ま
す
。
力

強
い
山
わ
さ
び
は
ビ
ニ
ー
ル
に

入
れ
て
冷
蔵
庫
で
１
年
間
保
存

が
で
き
ま
す
。

①

ボ
ウ
ル
に
鶏
ひ
き
肉
、
軟

骨
み
じ
ん
切
り
を
入
れ
て
軽
く

塩
を
ふ
り
楕
円
に
し
、
フ
ラ
イ

パ
ン
に
油
を
少
々
入
れ
て
両
面

焼
く
。

②

フ
ラ
イ
パ
ン
に
お
湯
大
１
、

醤
油
大
３
、
砂
糖
大
２
、
片
栗

粉
を
加
え
て
混
ぜ
な
が
ら
少
々

と
ろ
み
を
つ
け
、
焼
き
上
げ
た

①
の
鶏
肉
を
加
え
て
か
ら
め
る

程
度
に
煮
る
。

③

②
の
つ
く
ね
を
器
に
盛
り
、

山
わ
さ
び
の
す
り
お
ろ
し
を
た

っ
ぷ
り
の
せ
る
。

有
田
焼
の
小
畑
裕
司
Ｎ
Ｙ
展

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://onishigallery.com

ま
た
は
、

w
w

w
.yucreation.co.jp

イケバナ・インターナショナル　NEW YORK
山野内由紀子さんと作品 川村美穂さんと作品

材料　
鶏ひき肉　500gに対して　
軟骨150gから200g
塩　少々
醤油　大３　
砂糖　大２　
片栗粉　小１
山わさびすりおろし

軟
骨
入
り
と
り
つ
く
ね
の

山
わ
さ
び
の
せ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

桜の春を描く
オバタ・ピンク

11月12日から開催

大西ギャラリーで

秋
の
心

ホ
テ
ル
・
キ
タ
ノ
で

千葉真知子の

ART COOKING

https://www.mjhs.org/our-services/isabella-center/
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